
１／５０

姿　図

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

記　号　．　数　量

姿　図

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

※特記なき限り内観図とする。

見 込 見 込

▽ＦＬ

１／５０

見 込 見 込

▽ＦＬ

▽ＦＬ

見 込 見 込

１／５０

見 込

１／５０

Ａ２：図示

1
,
50
0

1
,1
0
0

 サムターン

3,000

680 1,640 680

2
,
4
60

34
0

1
2
0

2
,
00
0

 網入トーメイ

 トーメイ

７０

ＡＤ
１

保育室玄関　３ヶ所

電解二次着色

１／５０
ＡＤ

１／５０
２

調理室・前室玄関　１ヶ所

７０

100 600 100

2
,6
0
0

2,
0
8
0

1
00

4
2
0

800

830

2,
0
5
5

アルミ片開きドア

網入型板 厚６．８

アルミガラリ、丁番、レバーハンドル、ドアチェック、戸当たり

シリンダー錠（内部サムターン）、付属金物一式

電解二次着色

ＡＤ
３

1
,
50
0

4
3
0

6
0

55
0

玄関　１ヶ所

 トーメイ

 サムターン

 網入トーメイ

 網入トーメイ

 網入トーメイ

１３０

850 70 1,760 70 850

アルミランマＦＩＸ窓付引分けドアアルミ両袖ＦＩＸ窓付引分けドア

電解二次着色

ハンガーレール、戸当たり、シリンダー錠（内部サムターン）、引手、指詰め防止ゴム、ステンレスレール、付属金物一式

2
,9
3
0

5
9
0

1
2
0

2
,
22
0

ＡＤ
４

60

物入４　１ヶ所

1,200

2
,
0
00

5
0

アルミ親子開きドア １７０

電解二次着色

－

アルミガラリ、丁番、レバーハンドル、ドアチェック、シリンダー錠、戸当たり

沓摺（ＳＵＳ）、付属金物一式

引手、シリンダー錠（内部サムターン）、沓摺（ＳＵＳフラットタイプ）

付属金物一式

ＡＤ
５

中庭玄関　１ヶ所 １／５０

 壁材同材仕上

1,790

850 840引残し100

2
,
0
00

1
,5
00

 網入型板

1
,
10
0

５４アルミ片引ドア

電解二次着色

付属金物一式

網戸、指詰め防止ゴム、クレセント、戸当たり、引手、シリンダー錠

ＡＤ
６

１／５０
１ヶ所

地域子育て支援センター

 網入トーメイ

1
,
10
0

1,580

アルミ可動ガラリ

2
,
6
00

4
8
0

12
0

2
,
0
00

アルミ片引ドア ５４

電解二次着色

アルミ可動ガラリ、網戸、指詰め防止ゴム、クレセント、戸当たり

シリンダー錠、引手、付属金物一式

 トーメイ

 網入トーメイ

1
,
10
0

1,870

2
,
6
00

4
8
0

12
0

2
,
0
00

７０アルミランマＦＩＸ窓付引違いドア

電解二次着色

網戸、指詰め防止ゴム、クレセント、戸当たり、引手

付属金物一式

ＡＤ
７

地域子育て支援センター玄関

１ヶ所

10
0

4
0
0

2
,
1
0
0

1,
5
0
0

4,440

1,800 70 700 70 1,800

6
0
0

2
,
0
00 1
,
5
0
0

1
0
0

4
0
0

ＡＷ
１

乳児室、ほふく室、４才児保育室、５才児保育室、廊下１、廊下２　１０ヶ所 １／５０

見 込 ７０アルミ両袖引違い窓付ＦＩＸ窓

電解二次着色

1,
5
0
0

3,670

1,800 70 1,800

1
,
1
00

1
,
5
0
0

ＡＷ
２

１／５０
医務室・事務室１、３才児保育室

一時保育用保育室　３ヶ所

アルミ２連引違い窓 見 込 ７０

スクールテンパ 厚４

スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８、トーメイ 厚４スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８

スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８、トーメイ 厚４ スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８、トーメイ 厚４

 スクールテンパ スクールテンパ

 スクールテンパ

スクールテンパ スクールテンパ

ＡＷ
３

アルミ可動ガラリ、クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

見 込

事務室　１ヶ所 １／５０

 網入トーメイ 1,
5
0
0

1
00

4
0
0

2
,
1
0
0

8
0

1
,0
2
0

７０アルミ両袖引違い窓付ＦＩＸ窓

4,440

1,800 70 700 70 1,800

 トーメイ

スクールテンパ

1
,
1
00

1
,
5
0
0

2,
6
0
0

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８、トーメイ 厚４

電解二次着色

クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式 アルミ可動ガラリ、クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

有効開口

76550765

建 具 表 １ Ａ－４３

既 存 建 具 表

Ａ３：図示× 71％ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



１／５０

姿　図

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

記　号　．　数　量

姿　図

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

見 込 見 込

▽ＦＬ

見 込

▽ＦＬ

▽ＦＬ

見 込

１／５０

見 込 見 込

１／５０

見 込

７０

１／５０ １／５０

７０

１／５０

５４ ７０

１ヶ所

見 込 ７０ 見 込 ７０ 見 込 ７０

ＡＷ
４

３才児保育室２　１ヶ所

6
0
0

2
,0
0
0 1
,5
0
0

10
0

40
0

1
,
50
0

40
0

10
0

2
,1
0
0

3,840

アルミ両袖引違い窓付ＦＩＸ窓

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

付属金物一式

アルミ可動ガラリ、クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸

ＡＷ
３才児保育室２　１ヶ所

５

アルミ２連引違い窓

1,500 70 700 70 1,500

1
,
50
0

3,070

1,500 70 1,500

1
,1
0
0

1
,
3
00

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
６

２才児保育室１、３才児保育室１、遊戯室　４ヶ所

1
,
50
0 2
,1
0
0

10
0

40
0

4,440

1,800 70 700 70 1,800

1
,1
0
0

1
,5
0
0

７０アルミ両袖引違い窓付ＦＩＸ窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

アルミ可動ガラリ、クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

1
,5
00

8
0

1,
0
2
0

2
,
6
00

5
0
0

1
0
0

2
,
0
00

1
,
10
0

1
,
50
0

5,540

1,800 70 1,800 70 1,800

トーメイ

 網入トーメイ

 スクールテンパ

アルミ両袖引違い窓付引違い窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４、網入トーメイ 厚６．８、トーメイ 厚４

クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

ＡＷ
７

乳児室・ほふく室　１ヶ所
ＡＷ
８

物入９、物入１０

1
,7
5
0

6
0
0

2,470

1,200 70 1,200

アルミ２連引違い窓

電解二次着色

型板 厚４

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

1
,5
00

1
,
12
5

1
,
44
0

1,320

ＡＷ
９

調理室　１ヶ所 １／５０

７０アルミ引違い窓

網入型板 厚６．８

電解二次着色

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１／５０

１０
調理室　１ヶ所

1,650

7
5
0

1
,8
0
0

7
75

1
0
0

9
2
5

１００アルミランマＦＩＸ窓付３枚引違い窓

電解二次着色

網入型板 厚６．８

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１１

アルミ引違い窓 見 込 ７０

1,
5
0
0

1,400

1
,
1
00

1
,3
5
0

調乳室　１ヶ所 １／５０

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１２

１／５０乳児室・ほふく室前廊下　１ヶ所

1,
5
0
0

1,300

1
,
1
00

1
,3
5
0

アルミ引違い窓

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１３

廊下、事務室２　２ヶ所 １／５０

1,
5
0
0

1,800

1
,
1
00

1
,
5
0
0

アルミ引違い窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

1,
5
0
0

3,070

1,500 70 1,500

2,
6
0
0

1
,
5
0
0

1
0
0

1,
0
0
0

見 込 ７０アルミ２連引違い窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１４

廊下１　１ヶ所 １／５０
ＡＷ
１５

１／５０

1,
5
0
0

1,800

1
,
1
00

1
,
26
0

アルミ引違い窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

撤去 撤去

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１級　２４７３７６号

田中　敏也

※特記なき限り内観図とする。

Ａ２：図示
建 具 表 ２

廊下３　２ヶ所

Ａ－４４

既 存 建 具 表

Ａ３：図示× 71％ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



ＡＷ

1
,
11
5

8
6
0

クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

姿　図

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

記　号　．　数　量

姿　図

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ＡＷ
１６

１／５０遊戯室、事務室２　４ヶ所

1
,
50
0

3,070

1
,1
0
0

1
,5
0
0

見 込 ７０アルミ２連引違い窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

クレセント、アルミ水切、指詰め防止ゴム、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１７

相談室　１ヶ所 １／５０

1
,
50
0

1,500

1
,1
0
0

1
,5
0
0

アルミ引違い窓 見 込 ７０

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１／５０

１８
廊下１　１ヶ所

1
,
50
0

3,070

1,500 70 1,500

1
,1
0
0

1
,5
0
0

アルミ２連引違い窓 見 込 ７０

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

ＡＷ
１９ ５ヶ所

一般便所１・２・３、調理室便所
１／５０

620

1
,5
2
5

9
3
5

アルミ突出し窓 見 込 ７０

電解二次着色

網入型板 厚６．８

カムラッチハンドル、アームストッパー、アルミ水切、網戸

付属金物一式

ＡＷ
１／５０

２０
洗場　１ヶ所

620

1
,5
2
5

9
3
5

アルミ外開き窓 見 込 ７０

電解二次着色

網入型板 厚６．８

付属金物一式

ＡＷ
２１

沐浴室　１ヶ所 １／５０

1,420

1
,5
25

93
5

アルミ引違い窓 見 込 ７０

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

クレセント、アルミ水切、網戸、付属金物一式

ＡＷ
１／５０

２２
中庭玄関　１ヶ所

900

1
,
10
0

1
,
4
00

アルミＦＩＸ窓 見 込 ７０

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

アルミ水切、付属金物一式

ＡＷ
１／５０

２３

図書コーナー、５才児保育室前コーナー

７ヶ所

440

1
,
10
0

1,
2
5
0

アルミＦＩＸ窓 見 込 ７０

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

アルミ水切、付属金物一式

ＡＷ
２４

１／５０

780

1
,
10
0

1
,
50
0

アルミ外開き窓 見 込 ７０

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

カムラッチハンドル、アームストッパー、アルミ水切、網戸

カムラッチハンドル、アームストッパー、アルミ水切、網戸

一時保育用保育室　４ヶ所
ＡＷ
２５

倉庫　１ヶ所 １／５０

775

1
,
10
0

1
,
50
0

見 込 ７０アルミＦＩＸ窓

スクールテンパ 厚４

電解二次着色

アルミ水切、付属金物一式

ＡＷ
１／５０

２６
一時保育用保育室　２ヶ所

アルミ外開き窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

カムラッチハンドル、アームストッパー、アルミ水切、網戸

見 込 ７０

695

1
,
1
00

1
,
5
0
0

ＡＷ
１／５０

２７
５才児保育室　３ヶ所

775

1
,
1
00

1
,
5
0
0

見 込 ７０アルミ外開き窓

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

カムラッチハンドル、アームストッパー、アルミ水切、網戸

ＡＷ
１／５０

２８
調理室　２ヶ所

 網入トーメイ

1,520

7
50

1
,
85
0

96
0

8
50

4
0

見 込 ７０アルミ上げ下げ窓

電解二次着色

上部：網入トーメイ 厚６．８

可動部：アクリル板 厚５．０

クレセント、バランサー、ストッパー、付属金物一式

１／５０
２９

調理室　１ヶ所

 網入トーメイ

1,620

7
50

1
,
85
0

96
0

8
50

4
0

見 込 ７０アルミ上げ下げ窓

電解二次着色

クレセント、バランサー、ストッパー、付属金物一式

可動部：アクリル板 厚５．０

上部：網入トーメイ 厚６．８

1,500

730 40 730

アルミ２連ＦＩＸ窓 見 込 ７０

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

付属金物一式

ＡＷ
１／５０

３０
調理室　１ヶ所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士※特記なき限り内観図とする。

Ａ２：図示
建 具 表 ３ Ａ－４５

 撤去

既 存 建 具 表

Ａ３：図示× 71％ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



姿　図

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

記　号　．　数　量

姿　図

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ＡＷ
１／５０

３１
廊下１　１ヶ所

600

1
,1
0
0

1
,5
0
0

40
0

1
0
0

1
,0
0
0

アルミ外開き窓 見 込 ７０

電解二次着色

スクールテンパ 厚４

アルミ可動ガラリ、アルミ水切、付属金物一式

ＬＳＤ
１

食品庫１　１ヶ所 １／５０

 ケース

 ＳＵＳ　ＨＬ－５×３０

1
,
50
0

 ＳＵＳ　ＨＬ

サムターン

2,
0
8
0

960

800 160

見 込 １３０鋼製軽量片引きフラッシュドア

キックガード：ＳＵＳ ＨＬ 厚０．４

シリンダー錠（サムターン）、指詰め防止ゴム、付属金物一式

アルミガラリ、引戸クローザー、ハンガーレール、引手

焼付塗装

ＬＳＤ
１／５０

２
食品庫２　１ヶ所

 ケース

 サムターン

 網入トーメイ

 網入トーメイ

 ＳＵＳ　ＨＬ

 ＳＵＳ　ＨＬ－５×３０

2,
0
8
0

960

800160

見 込 １３０鋼製軽量片引きフラッシュドア

焼付塗装

キックガード：ＳＵＳ ＨＬ 厚０．４

網入トーメイ 厚６．８

引戸クローザー、ハンガーレール、引手

シリンダー錠（サムターン）、指詰め防止ゴム、付属金物一式

1
,
50
0

ＷＤ
１

倉庫、教材庫１・２　３ヶ所 １／５０

900

82080
有効開口

2
,
0
00

見 込
１６７

１７２

型板 厚３

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

戸当たりゴム、付属金物一式

木製ガラリ、引手、シリンダー錠（サムターン）、ステンレスレール

有効開口 有効開口

ＷＤ
２

１／５０

1,880

86080
有効開口

2
,
0
00

見 込 １１０

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

－

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、付属金物一式

2
,
0
00

有効開口

ＷＤ
３

１／５０

見 込 ２６０

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

スクールテンパ 厚４

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、戸当たりゴム、付属金物一式

ＷＤ
４

１／５０
３才・４才・５才保育室玄関

６ヶ所２才・３才・４才・５才園児便所　８ヶ所

乳児室・ほふく室

2
,
0
00

有効開口

見 込 ２６０

スクールテンパ 厚４

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

彫込引手、ステンレスレール、戸当たりゴム、付属金物一式

ＷＤ
５

医務室、職員更衣室　２ヶ所 １／５０

1,700

2
,
0
00

77080
有効開口

1,900

87080

1,900

87080

見 込 １１０

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

型板 厚３

木製ガラリ、引手、シリンダー錠（サムターン）、ステンレスレール

戸当たりゴム、付属金物一式

1,900

87080
有効開口

2,
0
0
0

ＷＤ
１／５０

６
事務室１　１ヶ所

見 込 ２７０木製引違いドア

スクールテンパ 厚４

米ツガＯＳＣ塗

付属金物一式

引手、シリンダー錠（サムターン）、ステンレスレール、戸当たりゴム

ＷＤ
７

１／５０

850

2,
0
0
0

見 込 １３０

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

－

木製ガラリ、レバーハンドル、戸当たり、付属金物一式

ＷＤ
８

一般便所１・２　２ヶ所 １／５０

900

2,
0
0
0

見 込 ２２５

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

型板 厚４

木製ガラリ、レバーハンドル、付属金物一式

ＷＤ
９

多目的便所　１ヶ所 １／５０

1,880

2,
0
0
0

86080
有効開口

見 込 ２２５

スリガラス 厚３

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

木製ガラリ、取手、シリンダー錠（サムターン）、ステンレスレール

戸当たりゴム、付属金物一式

ＷＤ
１０

物入７・８　２ヶ所 １／５０物入９・１０　２ヶ所

1,700

2,
0
0
0

77080
有効開口

見 込 １１０

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、付属金物一式

－

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

木製片引きドア 木製引違いドア 木製片引きドア 木製片引きドア 木製片引きドア

木製片開きドア 木製片開きドア 木製片引きドア 木製引違いドア

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士※特記なき限り内観図とする。

Ａ２：図示
建 具 表 ４

ＷＤ
２１

ＷＤ－２：物入１・２・３　５ヶ所
ＷＤ－２１：物入１　１ヶ所

※（　）寸法はＷＤ－２１を示す。

（1,865）

Ａ－４６

既 存 建 具 表

Ａ３：図示× 71％ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



姿　図

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

記　号　．　数　量

姿　図

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ＷＤ
１／５０

１１ ２ヶ所

職員便所、一般便所３

2
,
00
0

820

見 込 ２３０

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

型板 厚４

木製ガラリ、レバーハンドル、付属金物一式

ＷＤ
１２

物入５　１ヶ所 １／５０

1,800

2
,
00
0

82080
有効開口

見 込 １３５

－

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、付属金物一式

ＷＤ
１３

物入６　１ヶ所 １／５０

1,900

2
,
00
0

見 込 １７０

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

－

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、付属金物一式

ＷＤ
１４

調乳室　１ヶ所 １／５０

800

9
3
0

8
5
5

75

見 込 １２５

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

－

プッシュプル錠、付属金物一式

ＷＤ
１５

遊戯室　２ヶ所 １／５０

2
,6
0
0

1,800

82080
有効開口

見 込 １３５

－

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

木製ガラリ、彫込引手、ステンレスレール、付属金物一式

ＷＤ
１６

遊戯室　１ヶ所 １／５０

3,080

2
,3
6
0

木製引分けドア 見 込 １０５

米ツガＯＳＣ塗

腰：米ヒバ板 厚１８

スクールテンパ 厚４

彫込引手、シリンダー錠、ステンレスレール、戸当たりゴム、付属金物一式

ＷＤ
１７

一時保育用保育室

遊戯室　２ヶ所
１／５０

800

2
,
0
00

見 込 ２７０

スクールテンパ 厚４

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

付属金物一式

ＷＤ
１８

地域子育て支援センター

１ヶ所
１／５０

2
,
0
00

1,900

木製引違いドア 見 込 １３５

スクールテンパ 厚４

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

木製ガラリ、彫込引手、シリンダー錠、ステンレスレール、戸当たりゴム

付属金物一式

ＷＤ
１９

相談室　１ヶ所 １／５０

2
,
0
00

800

木製片開きドア 見 込 １１０

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

型板 厚４

付属金物一式

ＷＤ
２０

食品庫　２ヶ所 １／５０

2
,
0
00

800

木製片開きドア 見 込 ２００

ペーパーハニカム　表面：米桧化粧合板　裏面：シナ合板

－

アルミガラリ、レバーハンドル、、戸当たり

付属金物一式

アルミガラリ、レバーハンドル、シリンダー錠（サムターン）、戸当たり木製ガラリ、レバーハンドル、シリンダー錠（サムターン）、戸当たり

ＷＷ
１

園児便所　９ヶ所 １／５０

320

1
,3
2
5

35
0

木製ＦＩＸ窓 見 込 ６０

スクールテンパ 厚４

米ツガＯＳＣ塗

付属金物一式

ＷＷ
１／５０

２
受付　１ヶ所

1,400

80
0

1
,
20
0

5
3
0

70
6
0
0

見 込 １０５

スクールテンパ 厚４

米ツガＯＳＣ塗

カウンター：タモ集成材 厚３５

彫込引手、敷居すべり、戸当たりゴム、付属金物一式

1,060

510 40 510

1
,
80
0

6
5
0

ＷＷ
１／５０

３
職員便所　１ヶ所

木製２連ＦＩＸ窓木製ランマＦＩＸ窓付引違い窓 見 込 １００

型板 厚３

米ツガＯＳＣ塗

付属金物一式

2
,0
6
0

65
0

1,610

510 510 510
40 40

ＷＷ
１／５０

４
職員更衣室　１ヶ所

木製３連ＦＩＸ窓 見 込 １００

型板 厚３

付属金物一式

米ツガＯＳＣ塗

ＷＷ
１／５０

５

３・４・５才児保育室玄関

３ヶ所

2,350

1
,
5
7
5

5
3
5

木製３連ＦＩＸ窓

スクールテンパ 厚４

米ツガＯＳＣ塗

付属金物一式

見 込 １００

木製片開きドア 木製引違いドア 木製片引きドア 木製片開きドア 木製引違いドア

木製片開きドア

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士※特記なき限り内観図とする。

Ａ２：図示
建 具 表 ５ Ａ－４７

既 存 建 具 表

Ａ３：図示× 71％ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



1
,
1
00

ＡＷ

彫込引手、シリンダー錠、ステンレスレール、戸当たりゴム、敷居すべり

姿　図

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

金　物

記　号　．　数　量

備 考

仕 上

硝 子

建　具

金　物

備 考

仕 上

硝 子

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ＷＰ
１ ２ヶ所

５才児保育室、乳児室・ほふく室
１／５０

1,900

2
,7
1
0

木製ランマ引違い窓付引違いドア 見 込 １０５

ペーパーハニカム両面米桧化粧合板

スクールテンパ 厚４

腰：米ヒバ板 厚１８

付属金物一式

ＷＰ
２

４・５才児保育室、事務室１　４ヶ所 １／５０

4,690

1,900 95 1,300 95 1,300

2
,7
1
0

6
5
0

60
2
,
00
0

2
,
00
0

6
5
0

6
0

木製ランマ引違い窓付引違いドア 見 込 １０５

米ツガＯＳＣ塗

スクールテンパ 厚４

腰：米ヒバ板 厚１８

彫込引手、シリンダー錠、棒錠（腰窓）、ステンレスレール、戸当たりゴム、敷居すべり、付属金物一式

ＷＰ
３

２・３才児保育室　２ヶ所 １／５０

5,490

1,900 95 1,700 95 1,700

2
,7
1
0

6
5
0

60
2
,
00
0

2
,
00
0

6
5
0

6
0

木製ランマ引違い窓付引違いドア 見 込 １０５

米ツガＯＳＣ塗

スクールテンパ 厚４

腰：米ヒバ板 厚１８

彫込引手、シリンダー錠、棒錠（腰窓）、ステンレスレール、戸当たりゴム、敷居すべり、付属金物一式

見 込

1,
5
0
0

調理室　１ヶ所 １／５０

７０アルミ引違い窓

網入型板 厚６．８

３２

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士※特記なき限り内観図とする。

Ａ２：図示
建 具 表 ６ Ａ－４８

既 存 建 具 表

新 設 建 具 表

 新設

クレセント、アルミ水切、網戸、アルミ額縁、付属金物一式

Ａ３：図示× 71％

１／５０
ＡＷ

調理室　１ヶ所 新設
３３

800

アルミランマガラリ付ＦＩＸ窓 見 込 ７０

アルミ標準色（既存ブラウン同等色） アルミ標準色（既存ブラウン同等色）

網入型板 厚６．８

見 込 ７０

アルミ標準色（既存ブラウン同等色）

－

 新設 調理室　１ヶ所 １／５０

500

2,
0
5
0

51
0

見 込 ７０

アルミ標準色（既存ブラウン同等色）

－

 新設 調理室　１ヶ所 １／５０

2,
0
5
0

51
0

1,100

ＡＧ ＡＧ
１ ２

1
0
0

46
0

1
,
7
60

80
0

1
,
20
09
0
0

1,100

アルミ水切、アルミ額縁、ステンレス防虫網、付属金物一式
付属金物一式

アルミ水切、アルミ額縁、アルミガラリ（開口率３０％）、ステンレス防虫網
アルミ水切、アルミ額縁、ステンレス防虫網、付属金物一式

アルミガラリ（開口率３０％） アルミガラリ（開口率３０％）

400

△採光有効Ｗ

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士　雨水排水を示す。

＜ 現 況 ＞ 外 構 図 Ａ２：１／５００

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

足洗・手洗

U
2
40

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60 190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.10 190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.49189
.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

W188.92

189.76

189.53

190.27

190.27

W189.77

W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/1
0

AS

正門

1/
2
5

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.5

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

BF
2
50

U
1 5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HP
φ
50
0

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

HK.6-1

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

側溝へ放流

HP
φ
40
0

189.60

３

６

４

２

１

１

２

記号 名 称 詳 細

工 事 概 要

３

４

アスファルト舗装(普通車用) 表層：再生密粒度アスコン 厚５０

鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１００角、路盤：クラッシャラン（Ｃ－４０）　厚１５０

アスファルト舗装　撤去

コンクリート舗装　撤去

インターロッキング　撤去

コンクリート　厚１５０　金ゴテ押え、エラスタイト目地 Ｗ１０×Ｈ５０

インターロッキング　厚６０（バリアフリータイプ １９８×１９８×厚６０）

砂　厚３０、路盤：クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１００

路盤工：クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１５０

メッシュフェンス　撤去

スプリットブロック　厚１２０

笠木モルタル　厚２０、誘発目地＠８００、捨てコンクリート　厚８０

５

６

７

花壇・植栽・芝生　撤去

メッシュフェンス　Ｈ＝１０００、メッシュフェンス扉　Ｗ９００　Ｈ１０００

Ｌ＝１５．６m

８

９

Ａ－４９

１

１０

４

４

仕切弁５０

弁桝５０ 量水器５０m/m（伊賀市水道局指定品）

量水器鉄蓋

４

３

Ａ３：１／７０５

土厚≒３００、クラッシャラン（ＲＣ－４０） ≒厚１５０

Ａ＝１４．５０m2

５

スプリットブロック２段積　撤去

地先境界ブロック　撤去

地先境界ブロック　１２０×１２０、サンドクッション 厚３０

クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１００

会所桝３００角×Ｈ３００　グレーチング蓋Ｔ－２

１ヶ所

縁石　撤去
歩車道境界ブロックＡ型（片面）

駐車区画（２台）　撤去 車止め　４ヶ所　撤去

Ｌ＝２．４０m

雨水桝　移設

１１

１１

１０

８

スプリットブロック４段積　撤去 笠木モルタル　厚２０、誘発目地＠８００、捨てコンクリート　厚８０

スプリットブロック　厚１２０

９

３

 既設浄化槽（３５人槽） 撤去
※外構詳細図参照

Ａ＝１６．００m2 １０

６

７

Ｌ＝１４．６０m

６

Ａ＝７５．００m2

Ａ＝９９．００m2

砕石 厚１００　Ｌ＝２０．００m

砕石 厚１００　Ｌ＝１５．８０m

物置物置

２０２２／０１／１９
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士　雨水排水を示す。

＜ 改 修 ＞ 外 構 図 Ａ２：１／５００ Ａ－５０
Ａ３：１／７０５

足洗・手洗

U2
40

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60 190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.10 190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.49189
.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91
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W188.92

189.76

189.53

190.27

190.27

W189.77

W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29
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W189.82190.13

テラス
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1
/
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1
/
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HK.3

HK.4

HK.5

HK.6
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CO

消火栓

AS

CO

CO
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V字溝700

小屋

物置

HP
φ
500

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

HK.6-1

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

側溝へ放流

HP
φ
40
0

１０

４

１

６

２

９

７

２

８

３

６

１

４

 浄化槽（５０人槽）新設
※外構詳細図及び浄化槽図参照

５

６

６

４

５

９

４

物置 物置

Ａ＝７７．４０m2

Ａ＝１．６０m2

インターロッキング　厚６０（バリアフリータイプ １９８×１９８×厚６０）

１

２

記号 名 称 詳 細

工 事 概 要

４

鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１００角、路盤：クラッシャラン（Ｃ－４０）　厚１５０

コンクリート　厚１５０　金ゴテ押え、エラスタイト目地 Ｗ１０×Ｈ５０

地先境界ブロック　１２０×１２０、サンドクッション 厚３０

クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１００

スプリットブロック　厚１２０

笠木モルタル　厚２０、誘発目地＠８００、捨てコンクリート　厚８０６

７

会所桝３００角×Ｈ３００　グレーチング蓋Ｔ－２

１ヶ所
８

３

アスファルト舗装

コンクリート舗装

砂　厚３０、路盤：クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１００

地先境界ブロック

９

アスファルト舗装(普通車用) 表層：密粒度アスコン 厚５０

路盤工：クラッシャラン（ＲＣ－４０）　厚１５０

インターロッキング 復旧

低木・芝生 復旧

１０ （周囲レベルに合わすこと）

根切り土にて埋戻し・締固めの上、整地（不足分については購入土にて整地）

浄化槽　撤去跡

芝生張　Ａ＝１４．００m2

Ｌ＝２．４０m

歩車道境界ブロックＡ型（片面）
縁石　復旧

雨水桝　移設

スプリットブロック２段積　復旧

５
車止め（反射板付）４ヶ所（アンカー＋接着剤止）

駐車区画　復旧
白線引き Ｗ１５０

Ａ＝２．４０m2

Ａ＝７６．５０m2

Ｌ＝３．１５m

砕石 厚１００　Ｌ＝８．５０m

Ｂ

物置
物置

1
/2
5

Ａ

1
/
1
0

Ａ 部 拡 大 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０ Ｂ 部 拡 大 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

４

５

１

５

６
４

１０

９

３

６

４

８

１

９

７

６

２

２

６
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スプリットブロック　詳細図
Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０

 笠木モルタル 厚２０
 誘発目地＠８００

3
00

1
5
0

2
0
0

2
0
0

8
0

1
0
0

植込

 Ｄ１０＠４００ Ｄ１０

スプリットブロック 厚１２０

1
5
0

5
0

 クラッシャラン（ＲＣ－４０）

浄化槽廻り　詳細図

改 修現 況

2
,
2
62

90
0

▽189.60

 メッシュフェンス Ｈ１０００ 撤去

 スプリットブロック ４段積 撤去

 メッシュフェンス Ｈ１０００ 撤去

 土間コンクリート　撤去

8
00

▽設計GL=190.50

浄化槽（３５人槽） 撤去

▽190.30

 土間コンクリート　撤去

 スプリットブロック ４段積 撤去

5,100

 表層：密粒度アスコン

アスファルト舗装　詳細図

路　床

5
0

1
50

 路盤工：クラッシャラン（ＲＣ－４０）
 　　　プライムコート １．２L/m2

Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０

Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０

Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０
コンクリート舗装　詳細図

路　床

 エラスタイト目地 Ｗ１０×Ｈ５０
 ワイヤーメッシュ６φ×１００角
 路盤工：クラッシャラン（ＲＣ－４０）

1
5
0

1
50

地先境界ブロック　詳細図

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

外 構 詳 細 図 Ａ２：図示

雨水桝　詳細図
Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０

Ａ２：Ｓ＝１／５０

Ａ４：Ｓ＝１／１００

Ａ－５１

Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０
インターロッキング舗装　詳細図

3
0

1
0
0

6
0

 インターロッキング
 （バリアフリータイプ１９８×１９８×厚６０）

 路盤工：クラッシャラン（ＲＣ－４０）
 クッション材：砂

歩車道境界ブロックＡ型（片面）
Ａ２：Ｓ＝１／２０

Ａ４：Ｓ＝１／４０

 クラッシャラン（ＲＣ－４０）

 捨てコンクリート

 モルタル

4
5
0

1
00

1
00

 グレーチング蓋（Ｔ－２）

▽GL

120

1
20

3
0

1
0
0

▽GL

 地先境界ブロック １２０×１２０

 クッション材：砂

 クラッシャラン（ＲＣ－４０）

2
0
0

 クラッシャラン（ＲＣ－４０）

 縁石ブロック

 敷モルタル

 捨てコンクリート

170 5050

Ａ３：図示×７１％

駐車区画　詳細図
Ａ２：Ｓ＝１／５０

Ａ４：Ｓ＝１／１００

2,350 150150

6
,
0
00

1
,
04
0

4
,
9
6
0

600 830 600 160160

 車止め

 白線引き Ｗ１５０

▽設計GL=190.50

▽190.268

 コンクリート 厚１５０ 金ゴテ押え

浄化槽（５０人槽）

 ※浄化槽詳細図参照
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18 (ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする) 7-8 溶接手法及び管理4)土間コンクリート Fc3)杭径,設計耐力,本数表

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の18Fc5)捨てコンクリート
杭径(拡底部)mm 長期kN 短期kN 終局kN 本数 備  考

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。
6)防水押さえコンクリート Fc (気乾単位容積質量 * 18.5 )LFc選択項目は 印を適用し、 印が無い場合は * 印を適用する。

(    )§1 一般事項 行う * 行わない2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を
(気乾単位容積質量 * 18.57)かさ上げコンクリート Fc LFc○ 印が複数有る場合は、共に適用する。 )

(    ) 3) AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。6-2 混和材 *AE減水剤 高性能 AE 減水剤 躯体防水材 膨張材
1-1 使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

(    ) 7-9 デッキプレート (単位 mm )注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。
1-2 設計図書の優先順位は下記による。 1) 床用 高さ 板厚

(    )
6-3 箇  所 2) 合成スラブ用 高さ 板厚

1)本特記仕様書
高さ3) 型枠用 板厚 形版 タイプスランプ cm4)杭の構成は設計図による。

2)設計図 亜鉛メッキ4) 防錆処理 プライマー Z12 Z27
水セメント比 %5)杭頭補強

7-10 錆止め塗装(工場塗 * 2回   1回、現場タッチアップ程度とする)3)標準図    鉄筋コンクリート構造配筋標準図   鉄骨工作標準図
単位水量 kg/m3

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接 * ケレン ブラスト1) 素地こしらえ
   鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 単位セメント量 kg/m3 2) 錆止め塗料

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭
   鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

1)工法
適用6-44)仕様書 ( 試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)公共建築協会  *日本建築家協会 )

塗       料 種  別 標準膜厚
アースドリル工法 拡底アースドリル工法 屋外 室内1)骨材  塩分含有量 アルカリシリカ反応性 ] *  行う 行わない[5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

リバース工法 オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　） 鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm* *2)フレッシュコンクリート ] *  行う 行わない[ スランプ 空気量1-3 各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。
一般用錆止めペイント JISK5621 1種 2種 35μm3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験 *  行う 行わないBH工法

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。1-4
2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す) 4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験 ジンクリッチプライマー JISK5552 1種 2種 15μm行う *  行わない

( *含む 含まない )第三者機関による検査・試験費用は工事費に
5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析) 行う *  行わない 鉛クロムフリー錆止ペイント JISK5674 35μm1種 2種長期kN 短期kN 終局kN 本数 備  考杭径(拡底部)mm 管厚 mm

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。 6)単位水量測定 行わない行う
(    ) 溶融亜鉛メッキ 行う 行わない3) 

1-6 梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図  *設備図 )による。 6-5 調合 (補正値は工事費に含む)
常温亜鉛メッキ 行う 行わない4) (    )

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fdその他1-7
(    ) 7-11 溶接部の検査(受入検査) 行う 行わない*短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

(    ) 1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。調合管理強度 Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6§2 構造計算ルート
2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。(    )

2-1 取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ3)杭先端深さ GL-    m方  向 構造計算ルート
3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)( 2 方向)4)孔壁測定
X ルート2 ルート3 4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下( % )* 行う 全数 行わない 「JASS6 鉄骨工事 2007 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。ルート2 ルート3Y

15 ℃以上 3 日 17 日 5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否5)使用材料 コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。
コンクリート

2-2 鉄筋の継手 の材齢 5 ℃以上 5 日 25 日 28 日 判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。
による場合

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2007」表5.1溶接箇所数の数え方による。構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ 0 ℃以上 8 日 28 日コンクリート ( )普通ポルトランドセメント 高炉セメント B種Fc     
7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。*  建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定 圧縮試験による場合 5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2 設計強度以上鉄筋 以下 D SD345D SD295A

a)工場溶接の場合
6-7日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説 住宅性能表示以上D SD390

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。
等級2 等級3劣化等級 ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。日本建築学会 RC規準2010 鋼管(リブ付) SKK400 SKK490

ⅲ.サンプリングの結果、不合格率が5%以内の場合はロットを合格とし、不合格率が5%を超えた場合劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ
XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015), 4-6 杭打地業共通事項 は更に同一ロットの中から30箇所をサンプリングし、合計60箇所の不合格率が5%以内の場合を

が変わる場合があるので注意すること。
鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。 合格とする。不合格率が5%を超えた場合は残り全数の検査を行う。

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行う(  本) 行わない
6-8 Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。 b)現場溶接の場合

2)載荷試験載荷試験 行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) * 行わない§3 仮設工事,土工事 ⅰ.全数検査とする。
§7 鉄骨工事 8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。3)SL塗布 * 行わない行う

3-1 山留め、根切り 9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査
7-1 材種及び使用箇所 ・補強マニュアル」等を参考にする。3-2 埋戻し土、盛土、残土処分 §5 鉄筋工事

7-12 鉄骨製作工場内通 し 小梁
柱 大梁 ﾌﾞﾚｰｽ規 格 名 称 鋼   材   名搬入良土* 根切り土の中の良土埋戻し土 他ダイアダイア

5-1 材種
一般構造用圧延鋼材 SS400搬入良土 国土交通省大臣認定(グレード)盛土 * 根切り土の中の良土

種 類 径 継    手 S H M R J溶接構造用圧延鋼材 SM400A SM490A* 場外搬出処分(* 自由 指定場所 )残土処分 場内地均し

16SD295A D  * 重ね継手 スパイラル 工場溶接以下 SN400A

19§4 地業工事 SD345 D  重ね継手 * 溶接継手 機械継手(  級)以上 §8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事建築構造用圧延鋼材 SN400B SN490B

SD390 * 溶接継手 機械継手(  級)D  以上 SN400C SN490C基礎及びスラブ下地業 (単位mm)4-1 コンクリートブロック8-1
SD490 * 溶接継手 機械継手(  級)D  以上 一般構造用角形鋼管 STKR400 STKR490※ (1) :A 砕 石 1)種類 A B C種 種 種

場   所 捨てコンクリート厚さ 厚 さ 溶接金網 重ね継手 BCR295 2)厚さ mm 100 120 150 190:B 割栗石 冷間成形角形鋼管
1275級 P 重ね継手 スパイラル 工場溶接 BCP235 BCP325 パネルALC高強度せん断 8-2

独立,布 * 50 60 100 * A B * 60 100 150
基 礎 補強筋  785級 K SHC400B SHC400C

ベ  タ * 50 100 * A B * 60 100 15060 1)使用箇所 床 屋根 外壁 内壁熱間成形角形鋼管
 685級 UD UR 2)厚さ mm 75 (80) 100 120 150 175SHC490B SHC490C

地 中 梁 * 50 60 100 * A B * 60 100 150
3)外壁取り付け構法

一般構造用炭素鋼管 STK400 STK490溶接継手 突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)* ガス圧接構造スラブ * 50 60 100 * A B * 60 100 150

SSC400一般構造用軽量形鋼5-2 溶接部の検査(第三者機関による)外観検査全数
屋内 * 50 100 * A B * 60 100 15060

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考抜取り検査土間スラブ SNR400B建築構造用圧延棒鋼
屋外 50 60 100 * A B 60 * 100 150 (JISZ3120)引張り試験 スライド構法

縦7-2 高力ボルト
ロッキング構法1 検査ロットにつき * 3 原則 柱・梁の径毎に3本本注 (1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

高 力 ボ ル ト の 種 類 使 用 箇 所 カバープレート構法
(JISZ3062)超音波探傷試験 熱間押抜き試験 横(2)端部aは100以上とする。

ボルト止め構法a トルシア形高力ボルト *  S10T 全般
1 検査ロットにつき 30 箇所4-2 設計地耐力 長期 kN/m2 短期 kN/m2 終局 kN/m2

JIS形高力ボルト F10T トルシア形が使用できない部分
不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。 押出成形セメント板8-3地耐力載荷試験 行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) * 行わない

溶融亜鉛メッキ高力ボルト  F8T 母材が亜鉛メッキされている部分 外壁取付構法及び厚さ mm1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内
4-3 地盤改良

超高力ボルト S14T 屋内環境5-3 梁貫通補強
無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭 方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

7-3 普通ボルト,アンカーボルト補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。
縦 スライド構法ラップルコンクリートセメント系固化材撹袢 圧密排水工法

1) 材質   SS400 SS490 (   以上)M5-4 その他 横 ロッキング構法
] (  箇所)[ 載荷試験 一軸圧縮試験 行う * 行わない

  ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける
][ 六価クロム溶出試験 行う * 行わない PCa板8-4

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による) 使用する 使用しない③上載荷重が大きい場合 とする。
4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭 1)床及び屋根 床 屋根7-4 頭付きスタッド鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

PCa板単独 厚さ mm1)杭種
径 長   さ(mm) 使 用 箇 所コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。 合成板

PHC杭 A種 B種 C種
80 100 120 15016 φコンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

A種 B種 C種ST杭
19 φ 80 100 120 150 mm 現場打厚さ mm 合計厚さ mm 備     考PCa板厚さ

§6 コンクリート工事
SC杭 t mm 22 φ 100 120 150

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種 6-1 設計基準強度 (N/mm 2) 7-5 溶接材料

節杭 A種 B種 C種 *  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR52101)セメント          高炉ｾﾒﾝﾄB種 1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応 2)外壁 厚さ  mm

2)工法 低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210 したものを選定する。

2)粗骨材        砂利     * 砕石       高炉ｽﾗｸﾞ骨材        人工軽量骨材       再生骨材油圧ハンマー ディーゼルハンマー打撃工法 2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

最大径(mm) * 20 25 40埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法 7-6 スカラップ形状   * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

3)躯体 7-7 継手プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

普通コンクリート
柱 梁杭周固定液 * あり なし

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc
フランジ 高力ボルト 現場溶接 *  高力ボルト 現場溶接中掘拡大根固め工法(認定工法)

軽量コンクリート( *  1種 2種 気乾単位容積質量  * 18.5 )
ウェブ 高力ボルト 現場溶接 *  高力ボルト 現場溶接回転埋設根固め工法(認定工法)

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc

200 400

基礎，地中梁
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

○補助筋はＤ10をピッチ

　600以内に割り付ける。

135°ﾌｯｸ付き定着

o  /4

○鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

２．機械接合

40d(45d)

主 筋 の 定 着

3 - 2

50(40)

耐 力 壁

梁

柱

非 耐 力 壁

床 ス ラ ブ

屋根スラブ

布基礎の立上り

柱・梁・床スラブ・壁

基　　礎・擁　　壁

擁　　　　　　　壁

屋　　外

屋　　外

屋　　内

屋　　内

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

部　　　位
仕上げなし仕上げあり

かぶり厚さ
か ぶ り 厚 さ

2 - 7 鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

鉄 筋 の あ き

2 - 6

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上

2 - 4

継 手 一 般

1 - 1

基　　　　礎

ＤａＤ

50(40)

40(30) 50(40)

40(30)40(30)

30(20) 40(30)

30(20)30(20)

　かつｂ＋40

間隔：ａ≧400

ａ

ｂ
　　－ト造配筋指針・同解説」による。

１．仕様材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

（Ｎ/ｍ㎡）

長さ

び重ね継手の

鉄筋の定着及

2 - 3

1.重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL2hは

　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

2.軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

一般定着の直線L2またはフック付のL2h,La,Lbの図

2 - 2

鉄 筋 の

折 り 曲 げ

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

鉄筋の 鉄筋の折

Ｄ 

 Ｄ

135°

180°

　

 

 余長
6ｄ以上

　

4ｄ以上
 余長

 

　 d

d

3ｄ以上

4ｄ以上

D16以下

D41以下

る区分 直径(Ｄ)
径によ 曲げ内法

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称角度

折曲げ
図

 Ｄ

 

　

8ｄ以上
 余長

d

 90°

5ｄ以上

5ｄ以上

6ｄ以上

D19～D41

D29～D41

D25以下

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

SD490

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

少ない

多い
〇本数に差がある場合

〇フックのある場合

11 14 18 21 25 28 33 36 40 43 46

Ｄ41Ｄ38Ｄ35Ｄ32Ｄ29Ｄ25Ｄ22Ｄ19Ｄ16Ｄ13Ｄ10

記 号

最外径Ｄ

呼び径ｄ

〇フックのない場合

鉄 筋 の

2 -１

表 示 記 号

〇機械式継手表示

〇溶接継手表示

（ガス圧接，付き合せ溶接）

Ｌ3ｈ,L3h

上段 直線 Ｌ2

下段

フック付き Ｌ2ｈ,La フック付き Ｌbフック付き Ｌ1ｈ

下段

上段 直線 Ｌ1

SD490

15ｄ

15ｄ

15ｄ

(20ｄ)

( - )

( - )

20ｄ
は適用外

150以上
かつ

L3=10d
の場合

床スラブ

L3h=10d

L3=20d

40d

30d , 20d

35d

25d , 15(20)d

30d(35d)

30d

20d , 15d

25d(30d)

15d(20d),15d

25d

15d , 15d

40d(-)

30d(-),20d(-)

30(35)d,20(25)d

25(30)d,20(25)d

35d(40d)

35d(40d)

25(30)d,15(20)d

20(25)d,15(20)d

50d(-)

35d(-)

35d(45d)

25d(30d)

35d(40d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

40d(50d)

45d(55d)

45d(50d)

35d

30d

25d(30d)

35d

25d

30d(35d)

20d(25d)

30d

20d

18

21

24～27

30～36

30～36

39～45

48～60

21

24～27

39～45

48～60

を示す
()はSD345

SD345

SD390
(SD490)
(-)は適用外

準強度

コンクリー
鉄筋の

種類

トの設計基 長さ

重ね継手の

一　般 小梁・床スラブ

定着の長さ

40d(45d)

35d(40d)

20(25)d,15(20)d

30d(35d)

上端筋 下端筋

３．構造特記仕様書２－２で政令第７３条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

　　継手重ね長さは左下表Ｌ1かつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合

　　５０ｄ）とする。

１．溶接継手

L1h 

４．Ｄ35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

５．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧縮の場

　　（溶接、機械式継手等による。）

カップラー1.4ｄ以上0.2ｄ以下

間隔：ａ≧400

ａ

ガス圧接

1.1ｄ以上

ｄ

３．重ね継手　（下記のいずれかとする。壁、スラブ筋で
Ｄ１６以下の場合を除く）L1h 

1.5L1h以上

　　合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

６．突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

かつ25以上
※

※Ｄは最外径を示す

○二段筋のあきは1.5ｄとする。

●

柱

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

梁

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

４．片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

○下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

鉄筋のフック

2 - 5

50 (40)

70 (60)

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性有効な仕上げのある場合とする。

※2 ※2

※2 ※2

※1 ※1 ※1 ※1

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

    できる。
３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

ａ≧400  

 

　

0 　 h

D

500以上※

L1h

※

D

重ね継手溶接継手（機械式継手）

§２　共通事項

§３ 柱

主 筋 の 継 手

3 - 1

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

30
※

第一あばら筋

腹筋

p〃〃〃〃〃p

設計ピッチ以下

2

※ねじれ応力を受ける腹筋

○溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

○135°フックは180°フックでも可とする。

○あばら筋の加工は下図による。

　以下に割り付ける。

　合に限る。
② ③ ⑤ ⑥ ⑨ は同時打込みのスラブ付の場

○⑨ ⑩ は梁成の大きい場合。

○① はピッチ2ｐで交互配置とする。

　　は定着長さＬ とする。

副あばら筋

4 - 3

あ ば ら 筋

2巻き

D

 

ｅ／Ｄ≦1／6 ｅ／Ｄ＞1／6
D

 

L 2

(水平に定着してもよい)

e e

梁成が異なる場合

L2

0.8D以上

二段筋

ＣＬ

 

a
1

2

 

つり筋2-Ｄ13(束ね筋)以上とする。

1

 

a

○　定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

4 - 2

及 び 余 長

外　柱

L2 L2

D'以上

a /a ≦1/62最 上 階
D

D'以上

  /4o

全長L2
1 2a /a ＞1/6

一 般 階

2

1

a

 

2Ｌ

2Ｌ
a

D'以上

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

L1 L1

全長L2

※　余長D'は梁有効成とし、構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

○梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

D 拘束筋

4 - 1

主 筋 の 継 手

D   /4

 

  /4 D

  /4

 

L 1

  /4o o

o o

o

DD'

梁§４

3 - 5

柱の
コンファインド

補強

補強する柱は設計図書による。(柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。)

ｂ　溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）
ａ　スパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

○第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

4d
以
上

○スパイラル筋の末端処理及び継手は下記の通りとする。

　1.末端は1.5巻き以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

　2.重ね継手は重ね長さ50ｄ以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

　※2.基礎梁部分は、同径で　　形＠150以下とする。

　※1.設計ピッチの1.5倍以下とする。　　形以上の場合は同径同材質で

○パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　し、帯筋量（ｐｗ）は0.2％以上とする。

　　　　 形＠100以下とする。

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

基礎梁 ※2

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

※1

 
 

 
 

 
 
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
 

 
 

 

p
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
p

2巻き

　

ｅ／Ｄ≦1／6

D

ＬＣ

L1

柱径が異なる場合

ｅ

　　

　

400以上

D

150以下

L1

L2h

ｅ／Ｄ＞1／6

2

2

 
 

  
 

 
 

L

(水平長さ)バーサポートも可

L2

150以上

L

(L2h)

拘束帯筋

DX

※　余長D’は柱有効成(DX' DY'の大きい方)とし、

　　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

(L2h)はＲＣ規準2010　17条によってもよい。又は右図による。 

ho

　ho
ho/2+D'以上

ho/2+D'以上

副 帯 筋

3 - 3

帯 　 　 　 筋

補 　 助 　 筋

3 - 4

中　柱

1 - 2

そ の 他

ｈo／4

ｈo／4

ho

ｈo／4

ｈo／4

約0.5L１h

※柱脚は柱成D以上が望ましい。

に準拠

3/4D以上かつLa

ｅ

La,Lb

余長

La,Lb採用時全長L2

(8d以上)

(6d以上)
余長

(4d以上)
余長

L2hL2hL2hL2

180°ﾌｯｸ付き定着90°ﾌｯｸ付き定着直線定着

L2

技術評価で認められた条件を

　満足すること。

○柱頭に機械式定着を採用する場合

柱頭の配筋

柱断面

0.5D以上
L2かつ
1.5D以上 D

二重帯筋

柱・梁主筋

基礎主筋

あばら筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

スラブ筋

帯　　筋

壁　　筋

SD295

ｅ

約0.5L1h

○鉄筋のあきａは原則として下記による。

400以上

400以上

135゜フック

交互配筋

6d以
上

6d以
上

副帯筋(180°フックも可)

6d
以
上

6d
以
上

割りフープでも可
パネルゾーン部分は

○第一帯筋（Ｄ13以上使用の事）は梁面に入れ、

○帯筋の加工は下図による。

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

DX'

DY
DY'

DX

4d以上 4d以上

二段配筋

巾止筋

形成筋

ニ段配筋の場合

添巻き

1.5巻以上の

d図ａ 図ａ

スパイラル筋末端部（定着部）

2dL2d5d

d

　但し、Ｄ16以下

　5ｄ以上
　両面溶接の場合
　10ｄ以上

溶接の場合

L：片面溶接の場合

ｄ

図ａ
図ｂ

図ｂ d

50ｄ以上

図ａ

スパイラル筋中間部（重ね継手）

50ｄ以上

d

図ｂ

図ｂ

9d以
上6d以
上

D=3d

図ａ 135°フック

D=3d

15d以上
12d以上

図ｂ 90°フック

a
a

b

主 筋 の 定 着

6d
以
上

⑧

8d以
上

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

6d
以
上

6d以
上

8d以上

6d以
上

b/3かつ170以上

b

⑦

①

⑥

　　仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０１５）」及び「鉄筋コンクリ

　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計者の指示による。

４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（２０１５），ＲＣ規準２０１０とした

　　参考値として左下表ＪＡＳＳ５（２０１５）にＬ1 Ｌ2を示す。

「JASS5
(2015)」

○巾止筋を設ける場合は、

　設計者の指示による。

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。(告示平12第1463号

　　　使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

⑩

8d以上
⑤

 
 

 10ｄ

溶接

2d

2d

 

6d以
上

8
d以

上

6d
以
上

⑨

④③

6d
以
上※

8
d
以

上 キャップタイ
6d
以
上

6d
以
上

②

L1h

§１　一般事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２０２１年度版

Ｓ－０ 2鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） Ａ２：NON
２０２２／０１／１９Ａ３：NON

大 山 田 保 育 園 給 食 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

　500以上はなすこと。

D10 @1000以内で割り付ける。

ｂ）

8 - 1

階 段

8 - 2

ート

7 - 1

独 立 基 礎 10以上打増し

▽Ｇ.Ｌ

ただしかぶり厚さ50（軽量

コンクリートの場合60）の

場合は不要

7 - 2

杭 基 礎

10以上打増し

ａ

ハカマ筋

ＣＬ
▽Ｇ.Ｌ

60

5
0

1
0
0

D

90ﾟフックも可

4d以上15d

2
0
d以

上

D
3
0
0
以
上

基礎と基礎梁

7 - 4

○補強部　　　　の厚さは梁巾とする。

150以上

ｔ

15
d以

上 t

20
d以

上

スラブ階段

500以上

 

 

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

t 2t

8 - 3

打増し補強

補助筋

t

梁

腹筋に準ずる

補強筋t

柱

補強筋t

②　地反力を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（4-5）による。

L1

0   /40

ＬＣ

  /6

1 1

11

Ｌ2

Ｌ3h

0 

 b  b  /40

　柱面(基礎小梁の場合は梁面)より500以上はなすこと。Lbとれない場合

４－５a定着によってよい。

○　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし圧接の場合は

基礎小梁

び定着
の継手及

不連続端（外端） 連続端（内端）

1200≦D　　　　D10＠300以内

900≦D＜1200　4-D10(2段)

600≦D＜900 　2-D10(1段)

Ｄ＜　600 　不要

巾 止 筋

D10 @1000以内で割り付ける。

腹 　 筋

受 　 筋

つ り 筋

L小 梁 及 び

定 着

4 - 5

片 持 梁

小 梁ａ）

継 手

連続端（内端）不連続端（外端）

 

  /4  /4

  /6o

o o

o

o  /4 ＬＣ

1

1L

  /4

○下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

L

 

先端 元端

2

基 礎 小 梁

基礎梁及び

4 - 6

ｂ）

ａ）基礎梁の

  /4

 

ＬＣ

ＣＬ

※設計者の判断による。

0

  /4  /4

 

 oo

2   /3＋15do

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

　　余長は　(  ≧min(D',L2)とする。  1 1

①　一般(独立基礎、杭打独立基礎)

 1

o

o 3/4以上かつLa

1L

o

1

　　余長　は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－４項および設計図に示す。

o o 3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

1

継手及び

定着

L1 11

D´D

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手一を上下逆にする。

片 持 梁
定    着

継    手

4 - 4

補  助  筋

定着及び継手

6 - 1

②

§６

段違床

(ダブル)

程度となる様に上端に補強筋をいれる

6φ＠100
縦横共

庇

溶接金網による方法

90
0

900

鉄筋による方法

D－13

D－13

D10＠200

1000
L2

スラブ筋と同径で1／2ピッチ以下(≒@100)

45゜

200

各D13L1

かつスラブ厚以上

S＞tの場合は
設計図による。

S

t

屋根屋上スラブ隅角補強
セットバックを含む

1500

1
5
0
0

　　Ａ≦0.3㎡

 

22 L L

4－Ｄ13

4-Ｄ13

Ａ：開口面積開口補強

かつ　≦0.6ｍ かつ　≦1.0ｍ

0.3㎡＜Ａ≦1.0㎡

L
2

L2

L 2

L2
6－D13

6－D13
L
2

L
2

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

5 - 4

補 強 筋

2．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。

1．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

縦筋※

L1

L1

L1

　ない。

○※縦筋はあばら筋加工とする。

○φが100かつD/10以下のとき、補強を必要

D
φ

 

D

 横筋

斜筋

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする。

　としないが、あばら筋を切断してはなら

○孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の

○梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

　3倍以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成D以上

　はなし、梁成の中央Ｄ/2の範囲内とする。

梁の貫通補強

4 - 7

§５

鉄筋の折り曲

5 - 1

げ 及び定着

L3

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

 

折り曲げる

ｘ
ｘ

ｘ
 

 
 /
4

 
 /
4

ｙ

ｘｘ

 

  /4  /4

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

t

外周部は8d以上

B

肩筋D13以上 肩筋D13以上

L2
Lbかつ8/2以上

※4-5a)定着に同じ
ｘ≦ ｙ

5 - 2

継 手

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

L1

上 端 筋

下 端 筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向 Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ｂ　　　Ｄ　　　　

標 準 継 手 位 置

120d以上又はL3h

4
d

受筋D13

L2
Ｌ2

片 持 ち

5 - 3

ス ラ ブ

スタッド溶接

補強筋

L
2

既成コンクリート杭

ａ　隅角部

○杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

○杭頭補強筋は設計書による。

○1本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

2
0
d

○土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

　筋側に読み替える。)

○継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項（土圧面側を上端

壁の配筋は設計図書による。

○ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

6 - 2

スリット

補 強 筋

6 - 3

※

よる方法

溶接金網に

斜筋の代わりに溶接金網6φ＠100とする。

鉄筋による方法

60
0

300

300300

600

6
00

開口部

○開口補強筋はリストによる

150以上 

耐震壁の場合は
フックを付ける。

 120以下 

端部

継手L 11継手L交差部

完全スリットの場合

 t

t

2
5
0

2
5
0

150

○※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

○斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

D13 2－D13 4－D13

D13 2－D13 2－D13 4－D13

　－D10同ピッチ
200

スリット

(省略してもよい)

250250
w1

ス
リ
ッ
ト
材

w
2

Ｄ10＠400程度 スリット幅 W1≧25かつスリット長さの1／100

W2≧15

L2

2L
2

2L
2L

2

L2

L
2

L
2

L2

L
2

定
着
L 2

§７ 基 礎

壁

0

7 - 3

1

 

15d以上

  /4

2

 
a

継手位置は5-2項の上端筋を下端筋に読みかえる。

べた基礎継手

及 び 定 着 20d以上
2a /a ≦1/6

Ｌ
2

※4-5a)上端筋定着に同じ

※LbかつB/2以上 肩筋 主筋の径以上

t

L3h又は20ｄ

B

a1

L
2

L2 

L2

D13＠300ダブル

D16＠200以上

D13＠300ダブル

Ｄ10＠400程度

スリット材
(柱)

片持階段

主筋Ｄ13

3
0
d以

上

3
0
d以

上
5
0
d
以
上

§８ そ の 他

D10＠200

D10

補強筋D13以上(ダブル)
受筋D13

t≧180

　されている場合は不要。

※

L2

下端筋定着

イナズマ筋

L2

L1

L1

L3

イナズマ筋D10＠200

D10

D13

  /4  /2  /4o o

 o

o

土間コンクリ

L
2

L2

D13

D10＠200

L2 (　 形でも可)

D13＠300

L 2

D10＠200

D13

D10

L2 D10＠200　　=400

20d(L2) 20d(L2)

2
0
d
(L
2
)

○　　　は、打増し部分を示す。　　 と配筋してもよい。

定着は20d(L2) (　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計者の○補強筋

　50＜ｔ≦100 Ｄ13＠300

　　100＜ｔ≦200 Ｄ16＠300
　　ｔ＞300 設計図による

　　ｔ≦ 50 補強なし

 200＜ｔ≦300 Ｄ16＠200

         判断による。

8 - 4

増 築 予 定

500以上

通し配筋可

1L +50

500以上

梁

500以上 50

柱

5
00
以
上

5
0

壁スラブ

○増築部の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

L1+50

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

○　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

(有効せい)
かつL

(Lは必要付着長さ)

100以内

ｄo

4d以上

b

D

つり筋

斜め可

  /6   /4

ＣＬ

o

o o

 o 連続端（内端）

  /4 D'以上※LbかつB/2以上

D'以上D'以上L3h

B

※
(L

2
)

※
(L

3
) D'

D下向き可
斜め可

D'以上

L
2

※Bが小さい場合、余長部でL2,L3とする
水平投影長さは8d以上が望ましい。

不連続端（外端）

L3又はL3h

3/4以上かつLa

全長L2

全長L2

全長L2

※
L
2

巾止筋

腹筋

4d以
上

15d以上

15d以上

スラブ

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。 先端に荷重がある場合

※LbかつB/2以上 ※4-5ａ)定着に同じ

大梁又は小梁に

L2定着

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

補強範囲

壁 配 筋

○定着長さはL2、及び継手長さはL1とする。

(耐震壁の場合)

5
0
d
以
上

8d以上

20d以上

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

　－D10＠200(共通)

又は、帯筋
あばら筋相当

 梁

 

 
 

D

L1＋50

※L2

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

縦筋

横筋

①

L2
柱梁

柱梁

 ※L2

③

L2

L2

土圧を
受ける壁

すべて定着する。
梁は原則として

○　　　 は、はつり部分を示す。

受筋

　※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

　150以上 45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2以上とする。

(通し配筋の場合は不要。)

 

 以上

梁の上面
までのばす

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）２０２１年度版

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） Ｓ－０３Ａ２：NON
２０２２／０１／１９Ａ３：NON
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

4 - 4§４　溶接接合
フレア溶接

軽量形鋼等溶接 W9丸鋼等溶接 W8
4 - 1 t　≦　16 16　＜　t　≦　40

D§１　一般事項 隅 肉 溶 接
D/2 D/2D/2 D/2

Dtt 脚長(S) 0　≦ΔS≦0.5S1)　仕様材料、工法は構造特記仕様書による。 D/2 ｔ tS1 - 1 SD
かつΔS≦52)  設計図書に記載なき場合は、本標準図に従うものとする。また、本標準図に明記無き場合は、基 本 事 項

ΔS＝S'-S　　構造特記仕様書１－２－４，５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。
Ｗ　1 t≧3のときS=tS ＝設計サイズ3)　製作精度等に関してはＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。 記号Ｗ1記号Ｗ1 t＜3のときS=3Ｗ　1

S'＝実際サイズ4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべて㎜とする。
60°

 S 4 - 51 - 2

　G=0 余盛Δα 加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。そ の 他そ の 他
2/S 2/S余盛　0≦Δα≦0.4S　かつ△α≦4

S

§５　継　　手3628 32t 19 22 406以下 9 12 14 16 25

§２　共通事項 11 17 2415 21t 7 9 10 12 13 19S
 15 - 1

  e pp e1 1 1断続隅肉溶接の長さL 1継 手 リ ス ト○ＡＢ アンカーボルト ○ＢＨ 組立Ｈ型鋼2 - 1 10 1 1pppp e pp p ee e1 1
L≧10Sかつ40以上Ｌ Ｌ○ＢＰ ベースプレート ○ＣＨＰ チェッカープレート 10 10略 号 SS L

p
Ｌ○ＤＦＰ ダイアフラム ○ＦＢ フラットバー 2 24 - 2 g1）板厚の異なる場合 1 1 g1 12.5以上 a gＬ Ｌ○ＦＰ フランジプレート ○ＧＰ ガゼットプレート a g 11a＞10完 全 溶 込 み a≦10 2 ga  1 g

2Ｌ○ＨＴＢ 高力ボルト ○ＲＰ リブプレート g溶 接
Ｌ○ＳＰ スプライスプレート ○ＴＢ ターンバックル (突合せ溶接)

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。 フランジ巾　250以下 フランジ巾　300 フランジ巾　350,4001-5Ｌ○ＷＰ ウェブプレート ○Ｗ 溶接記号（§4参照）

1 1e e B e pe1 1
2）エンドタブ

10 10

2
1

t　両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。 通し形裏当て金 分割形裏当て金 2

1 1t 2
2e et　長さ　は35以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。§３　ボルト接合

p p

1 1　エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10㎜ 〃 〃a A a

11t 〃 〃　はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量3 - 1 p pa2ボルトの長さ

1 15～10㎜ 5～10㎜　付加試験に合格した溶接工によること。 e e高 力 ボ ル ト

首
下
長
さ

締付け長さに加える長さボルトの  　エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。 隅肉溶接S=4～6㎜締付け長さ
呼び径 F8T,F10T t1Ｓ10Ｔ 1スパン長さ=40～60㎜程度とする  座金長さ   a12 23）開先加工（下図は参考とする。）Ｍ16 30 25  ナット高さ

a) スカラップ工法
高
力
ボ
ル
ト
径

Ｍ20 35 30  余長 フ ラ ン ジ ウ ェ ブ
材 種 主 材Ｍ22 40 35 （ねじ山3以上）

ピ

ッ

チ

ボルト ボルト外 側 添 板 内 側 添 板 添 板○スカラップの円弧の曲線はフランジに滑らかに接する
Ｍ24 45 40

総 総2　Ｈ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 1 ２ＰＬ－ ４ＰＬ－ ２ＰＬ－　ように加工する。γ1は35程度、γ2は10程度とする。γ γ2 2γ γ1 1 本数 本数t21×aa1×　 t22×aa2×　 t11×aa3×　1 1 2ＢＨ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 211.  特記以外はすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ10Ｔとする。 　なお複合円は滑らかに仕上げること。
　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　2.  本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。 ○完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝25程度とする。
　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　3.　ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　　　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付 b) ノンスカラップ工法
　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　　　けは1次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。
　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　4.　亜鉛メッキボルトの場合は、全てＦ8Ｔとする。
　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

3 - 2 Ｍ 20呼 び 径 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　Ｍ 16 Ｍ 22 Ｍ 24

高 力 ボ ル ト 孔 径 18 22 24 26 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　機械加工タイプ 機械加工＋ガス切りタイプe p p p
の ピ ッ チ 標 準 60 60 60 70 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

pピッチ 4）開先形状最 小 40 50 55 60 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

 g1 寸　　　　法は し あ き e 40 40(50) 40(55) 45(60)1 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　
記 号 形 状 適用板厚 ガスシールド及びセルフ

アーク手溶接せん断縁,手動ガス切断縁 28 34 38 44 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　シールドアーク溶接

最少縁端距離 ＋2 ＋2
圧延縁,自動ガス切断縁等 裏当て Ｇ 7 622 26 28 32 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　－2 －2

α ＋1 ＋112Ｗ Ｒ 2 2 　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　－2 －2(　)内はボルトが応力方向に3本以上並ばない場合を示す。
－5° －5° α 45ﾟ45ﾟ1 TR 6≦T 1. フランジＰＬ面もしくはウェブＰＬ面で、段差1㎜を超える場合は、フィラーＰＬを入れて調整すること。ＭＣ-ＢＬ-Ｂ1 ＋2＋2

 Ｇ 9 7千鳥打ちのピッチ bゲ ー ジ －2 －2b b b be 2. a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。9以上ＧＣ-ＢＬ-Ｂ1
＋1 ＋1g2 Ｒ 2 2Ｍ24Ｍ16,20,22 G －2 －225以上

－5°－5°α 35ﾟ 35ﾟ65 135 50 105 - 2 e1 10 e1 e1 10 e1 e1 e1e1e1g2 ＋4 ＋3裏はつり40 Ｇ 0 045 60g1 －0 －0 小 梁 仕 口α 1 ＋2 ＋2Ｗ355 25 45 Ｒ 2 2－2 －2

  ＭＣ-ＢＬ-2 T 6≦T≦19R
－5° －5°α 45ﾟ e1 45ﾟ Ｗ1ＧＣ-ＢＬ-2 ピ ン 接 合 p

e G Ａタイプ3 - 3 ＋4 ＋3B 2ＰＬＧ 0 0B －0 －0裏はつり形鋼のゲージ 2 24Ｗ Ｌ Ｌ ＬＧＰ ＧＰ ＧＰg g g 22 1B ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)1 3 3g3 α 1
 1 ＋2 ＋2d

Ｒ 2 2g g2 －2 －21 Ａ 1タ イ プ Ａ 2タ イ プ Ａ 3タ イ プ

 ＭＣ-ＢＫ-2 16＜T T 1 1R ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)2 10 g e p e13 3 11Ｗ ,Ｗ ｏｒＷ 2 3 4ＧＣ-ＢＫ-2

 2d

 g1 －5° －5°A α1 45ﾟ45ﾟA α1

－5° －5°α2 60ﾟ60ﾟ
Ｗ1剛 接 合－2 －2Ｔ3～6 Ｇ Ｔ ＧＰＬ裏当て

ＡorＢ g g 最大軸径 Ｂ g g 最大軸径 Ｂ g 最大軸径 Ｂタイプ3 Ｗ11 2 2 5

 TＭＣ-ＢＩ-Ｂ1＊＊ ＊＊50 30 16 100 60 16 ＊＊50 30 16
－26～9 Ｇ 6

1ＷＧＣ-ＢＩ-Ｂ1 1ＷFB－4.5×1960 35 16 125 75 16 65 35 20 ＲＰＬG

ＲＰＬ65 35 20 150 90 22 70 40 20
ＭＣ・・・はアーク手溶接　ＧＣ・・・はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

70 40 20 175 105 22 75 40 22 Ｂ 1タ イ プ Ｂ 2タ イ プ
75 40 22 200 120 24 80 45 22 片 面 溶 接  W 6 両 面 溶 接  W 74 - 3

1. ＧＰＬ、ＲＰＬは材種、版厚とも小梁のＷＰＬと同等以上とする。80 45 22 250 150 24 90 50 24 16≦ t ≦ 4012 ≦ t ≦ 40部 分 溶 込 み 2. 継手プレート及び高力ボルトはリストによる。
＊90 50 24 300 150 40 24 100 55 24 tt溶 接

D tD2DS tS100 55 24 350 140 70 24

125 50 35 24 400 140 90 24

130 50 40 24 45°45°
　＊Ｂ＝300は千鳥打ちとする。150 55 55 24

　　＊＊印の欄のgおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき175 60 70 24

2519 22 40t 12 28 3216 36200 60 90 24 　　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。 D=(t-2)/2
D 12 14 1611 13 1510 13 15

t/4 ≦ S ≦ 10

(１ ） 　 ２ ０ ２ １ 年 度 版

Ｓ－０４

鉄 骨 工 作 標 準 図

鉄骨工作標準図（１） Ａ２：NON
２０２２／０１／１９Ａ３：NON

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



Ｈ

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

35

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

ＷＰＬ

補強ＰＬ厚さｔはＢＰＬ厚さの1/2以上かつ6以上

50

鉄 骨 工 作 標 準 図

勾 配 屋 根

6 - 1

9 - 1

貫 通 補 強

　　　ウェブは継手リストによる

柱ＦＰ現場溶接継手Ｌ

下向き溶接とする

ウェブの継手は設計図書による

柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合

Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）

 

φ

3φ以上

 

φ

2φかつ100+φ

 Ｈ3φ

Ｗ1

1Ｗ

貫通孔が水平距離で3φ以上確保出来

ない場合、貫通補強は設計図書による。

 

2φかつ100+φ

 3φ Ｈφ

1Ｗ

Ｗ1

2φかつ100+φ

 φ Ｈ

1Ｗ

Ｗ1

1Ｗ

Ｗ1

t

 

0

1.5t0

ＦタイプＥタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）

≒30

φ

45ﾟ以上

 Ｈ

Ｗ1

Ｗ ｏｒＷ3 4

43Ｗ ｏｒＷ

 

▽

継手

 
 

Ｈ/4

Ｈ/4

デッキプレート

9 - 2

 

　焼抜きせん溶接　＠≒300

○合成スラブの場合はメーカー仕様による

9 - 3

スタッドジベル

壁筋 の溶 接

9 - 4

9 - 5

そ の 他

 d

アークスタッド溶接

11 pp

ｈ d

2a

 

2 epe

 1

2

1 

a

a

t

a

h≧4.0d

Ａタイプ（標準）

アークスタッド溶接

Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合）

 

 

 

Ｃタイプ（ブロック壁の場合）

65

15

50

p

50 Ｗ 　　=50　　1

ｐ=鉄筋間隔

D13以下 ＦＢ-65×6

サイズ0.5ｄ

d

 

5d 5d

5d

建方用ボルト

ｃ
ｃ

(ＰＬ－　)

Ｗ1

通しダイヤフラム

柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合

ｃ ― ｃ 断面

(　－Ｍ　 )

柱溶接後切断

2　Ｗ

通しダイヤフラム

G

G

Gは§4-2による

Ｗ2

Ｗ2

G 梁ＦＰＬ現場溶接継手

2ＰＬ－　　　

継手リストによる

ＨＴＢ継手

1,000前後

1Ｗ(注)

ガス抜穴20φ

ロ

ｂ ― ｂ 断面

ａ
ａ

ａ ― ａ 断面

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

直交梁用ＰＬ－ｂ

　柱現場継手位置

Ｗ1

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

ＰＬ－ｄ

Ｒ(曲率半径)以上 ＰＬ－ｃ

1Ｗ

Ｗ2

Ｗ2

ＰＬ－ｄ

ＰＬ－ｄ

ＰＬ－ｅ

 

イ

イ

 
 

イ

25かつTf以上
寸法イ

イ

Ｗ1

7
5以

上

1Ｗ

Ｗ2

2Ｗ

cTf

ｂ ｂ

Tf

1
00

以
上

Ｗ1

梁ＦＰＬ

Ｗ2

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ1

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

Ｔf

ＰＬ－ｃ

直交梁

cTf

柱ＦＰＬ

Ｗ1

cTf

ＰＬ－ｄ

ＰＬーａ

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ1

ｄ柱径が異なる場合

ＰＬ－ｄ

ＰＬ－ｃ

ＰＬ－ｃ

cTf

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

6 - 2

梁 通 し

柱 通 し

6 - 4

6 - 5

現場溶接継手

10

1
00

以
上

Ｗ1

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

仕 口と 継手

6 - 3

10

梁現場継手位置

30以上

30以上

継手リストによる

イ

2,400以下を原則とする。

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

梁ＦＰＬ

Ｗ1

Ｗ1

Ｗ1

補強プレート

板曲げ加工半径γは
フランジ板厚の10倍以上とする。

ＰＬ－ａ

 Td
直行梁

内ダイアフラム

通しダイヤフラム

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 

p
p

e

 

e

30°

Ｗ2,Ｗ3,Ｗ4 
Ｗ1ｏｒ

符号
Σ

高力ボルト ＧＰＬ 溶　接

脚長径 本数 ｔ ｅ
部　材

1. ＧＰＬの最少幅　eが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

8 - 1

ブレースリスト

7 - 1

一 般 柱 脚
Ａタイプ　　(主柱)

余長はネジ山3以上

設
計

図
書

に
よ

る
3
0～

5
0 1Ｗ

Ｗ ,Ｗ ｏｒＷ 2 3 4

Ｂタイプ　　(間柱等二次部材)

無収縮モルタル流し込み

る場合は設計図書による

25 Ｗ1

1Ｗ

5
0

30
d

Ｄ16を切断し天端をそろえる

(Ａタイプも同じ）

ＢＰＬ

 

すべて座金付きナットとする　　

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型

 

30

t

ＢＰ
ＡＢ

Ｌ

補強Ｐは座金を兼ねるＬ

アンカーボルトの施工に誤差が

無収縮モルタル流し込み

アンカーフレームを使用す

あるいは200φ以上とする

中心塗りモルタル200角

(Ａタイプも同じ）

ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上（片面）

ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上（両面） ＰＬ 厚さはＷＰＬ と同厚以上（両面）

又は同厚さ以上(片面)

Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ） Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）

既製品(評定品)を用いた場合

2ＰＬ（設計図書による）

φ
ＯＳリング等　使用可

ハイリング、フリードーナツ

1. 特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(φ)は

H
50以上

デッキプレート受け　ＦＢ-65×9

ｈ,ｐ1 ,ｐ2 設計図書による

7.5d≦p1≦300

p2≧5.0d

a1≧40

a2≧100

d≦2.5t

e≧40

3) 注記

1.　ダイヤフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の1ランク

2) 出寸法

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

イ　25㎜かつcTf以上

上下柱のＦＰＬの厚い方より1サイズUP以上1.　ＰＬ－ａ(鉛直スチフナ)

1) パネルゾーンのＰＬの厚さ

柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合 柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合

10
0以

上

直交梁　

開先形状は設計図書による

Ｗ2

腰折れ柱

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

Ｗ2

ＰＬ-6かつｔ/2以上

ＰＬ－ｄ

ＧＰＬ-ｔ

ＰＬ－ｅ

ロそ の 他

6 - 6

ロ

2. 丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共にＪＩＳ規格品を使用する。

3. 床ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

ある場合は台直しはせず右図の

様に補強する。

のコンクリート強度以上とする。

　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　じとし、材質は上の方の1ランク上質とする。

2.　ｄ(6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

　　同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

3.　ハンチ部でＦＰＬを折曲げる場合はＲ≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

　　ゆるい場合(1/6程度)は不要。

4.　ダイヤフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイヤフラムの厚みの内部で溶接す

　　ること。(告示1464)

5.　現場溶接を行う場合は工事監理の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

2.　ＰＬ－ｂ(水平スチフナ)

3.　ＰＬ－ｃ(通しダイヤフラム)

4.　ＰＬ－ｄ(内ダイヤフラム)

5.　ＰＬ－ｅ(折れ曲がり部)

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより2サイズUP以上かつ柱のＦＰＬ以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより2サイズUP以上

梁(柱)のＦＰＬより1サイズUP以上

　 0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

2. 貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分とする。

　 (これを満足できない場合は設計者の指示による。)

3. 貫通孔が多くある場合はＷＰＬを厚くした(ＷＰＬ)+補強ＰＬ

　 ＢＨとする。

部分溶込み溶接

(２） 　２０２１年 度版

§６　柱梁接合部および継手

§８　壁面ブレース

§７　柱　　脚

§９　その他

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
鉄骨工作標準図（２） Ｓ－０５Ａ２：NON

Ａ３：NON

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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ボルト

総

本数

外 側 添 板 内 側 添 板 ボルト

総

本数

添 板

Ｐ

タ

イ

プt 2 1× a1× 　1 1t 2 2× a 2× 　

2PL - 4PL - 2PL -

t 1 1× a 3× 　2
H - A  × B  × t 1× t 2
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 ×  ×

 ×  ×

 ×  ×

 ×  ×

H - A  × B  × t 1× t 2

主 材
高
力
ボ
ル
ト
径

フ ラ ン ジ

ボルト

総

本数

外 側 添 板 内 側 添 板

t2 1× a 1× 　1 1t 2 2× a2× 　

2PL - 4PL -

ウ ェ ブ

ボルト

総

本数

添 板

Ｐ

タ

イ

プ

2PL -

t 1 1× a 3× 　2
H - A  × B  × t 1× t 2

主 材
高
力
ボ
ル
ト
径

ボルト

総

本数 t 2 1× a1× 　1 1t 2 2× a 2× 　

2PL - 4PL -

フ ラ ン ジ

外 側 添 板 内 側 添 板 ボルト

総

本数

2PL -

添 板

ウ ェ ブ

Ｐ

タ

イ

プ

採

用

t1 1× a 3× 　2

H-200×100×5.5× 8 16 16 16× 100× 290  4 6× 140× 170  60 1

H-250×125×  6× 9 16 24 12× 125× 410  8 6× 170× 290  90 2

1 606× 200× 170 69×  60× 2909× 150× 2901616H-300×150×6.5× 9

H-300×150×6.5× 9 20 16 9× 150× 290 9×  60× 290  4 6× 200× 170 120 1

H-350×175×  7×11 16 24 9× 175× 410 9×  70× 410  8 6× 260× 170  60 1

1 906× 260× 170 69× 175× 2901620H-350×175×  7×11

H-400×200×  8×13 20 24 9× 200× 410

9×  70× 290

9×  80× 410  8 9× 260× 170  60 1

1 909× 260× 170 69×  80× 4109× 200× 4102422H-400×200×  8×13

20 24 12× 200× 410 12×  80× 410 10 9× 320× 170  60 1

1 6012× 260× 170 812×  80× 41012× 200× 410

12× 200× 410 12×  80× 410 10 9× 320× 170  60 1

H-450×200×  9×14

H-450×200×  9×14 22 24

H-500×200× 10×16 20 24

H-500×200× 10×16 22 24 12× 200× 410 12×  80× 410  8 9× 350× 170  90 1

21209× 440× 2901612×  80× 41012× 200× 4102420H-600×200× 11×17

H-600×200× 11×17 22 24 12× 200× 410 12×  80× 410 14 9× 440× 170  60 1

H-148×100×  6× 9 16 16 16× 100× 290  4 6×  80× 290 6

5 606× 140× 230 4 9×  60× 290 9× 150× 2901616

20H-194×150×  6× 9 16  9× 150× 290  9×  60× 290  4 6× 140× 230  60 5

2 906× 170× 290 8 9×  70× 410 9× 175× 4102416H-244×175×  7×11

H-244×175×  7×11 20 16  9× 175× 290  9×  70× 290  4 9× 140× 170  60 1

1 609× 200× 170 6 9×  80× 410 9× 200× 4102420H-294×200×  8×12

H-294×200×  8×12 22 24  9× 200× 410  9×  80× 410  4 6× 200× 170 120 1

2 609× 200× 2901212× 100× 53012× 250× 5303220H-340×250×  9×14

H-340×250×  9×14 22 24 12× 250× 410 12× 100× 410  6 9× 200× 170  60 1

1 609× 260× 170 812× 110× 44012× 300× 4403220H-390×300× 10×16

H-390×300× 10×16 22 24 12× 300× 350  6 9× 260× 170  90 1

1 609× 320× 17010

12× 110× 350

12× 110× 44012× 300× 4403220H-440×300× 11×18

H-440×300× 11×18 22 32 12× 300× 440 12× 110× 440 10 9× 320× 170  60 1

2 9012× 350× 2901612× 110× 44012× 300× 4403220H-488×300× 11×18

H-488×300× 11×18 22 12× 300× 440 12× 110× 440 10 12× 320× 170  60 1

21209× 440× 2901616× 110× 53012× 300× 53020H-588×300× 12×20

H-588×300× 12×20 22 32 12× 300× 440 16× 110× 440 14 9× 440× 170  60 1

H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×      ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

  ×    ×    

H-400×400× 13×21 22 48 12× 400× 410 16× 170× 410  8 12× 260× 170  60 1

2 9012× 260× 2901216× 170× 41012× 400× 4104820H-400×400× 13×21

H-350×350× 12×19 22 32 12× 350× 290 12× 140× 290  6 12× 200× 170  90 1

212012× 200× 290 812× 140× 41012× 350× 4104820H-350×350× 12×19

H-300×300× 10×15 22 24  9× 300× 350 12× 110× 530  6 9× 200× 170  60 1

1 609× 200× 170 612× 110× 440 9× 300× 4403220H-300×300× 10×15

H-250×250×  9×14 22 24 12× 250× 410 12× 100× 410  4 9× 140× 170  60 1

1 609× 140× 170 412× 100× 53012× 250× 5303220H-250×250×  9×14

H-200×200×  8×12 22 16  9× 200× 290  9×  80× 290  4 6× 140× 170  60 1

1 606× 140× 170 4 9×  80× 290 9× 200× 2901620H-200×200×  8×12

H-175×175×7.5×11 20 16  9× 175× 290  9×  60× 290  4 9×  80× 290 6

69×  80× 290 4 9×  70× 410 9× 175× 4102416H-175×175×7.5×11

H-150×150×  7×10 20 16  9× 150× 290  9×  60× 290  4 9×  80× 350 8

89×  80× 350 4 9×  60× 290 9× 150× 2901616H-150×150×  7×10

H-125×125×6.5× 9 16 24 12× 125× 410  4 6×  80× 350 8

89×  50× 350 416× 100× 2901616H-100×100×  6× 8

H-918×303× 19×37 22 56 25× 300× 710 28× 110× 710 40 16× 620× 290  60 2

2 6016× 680× 2904428× 110× 89025× 300× 8907220H-918×303× 19×37

H-912×302× 18×34 22 56 25× 300× 710 25× 110× 710 40 16× 620× 290  60 2

2 6016× 680× 2904425× 110× 80025× 300× 8006420H-912×302× 18×34

H-900×300× 16×28 22 48 19× 300× 620 22× 110× 620 24 12× 740× 170  60 1

2 9012× 710× 2903222× 110× 71019× 300× 7105620H-900×300× 16×28

H-890×299× 15×23 22 40 16× 300× 530 19× 110× 530 24 12× 740× 170  60 1

2 9012× 710× 2903219× 110× 62016× 300× 6204820H-890×299× 15×23

H-800×300× 14×26 22 40 19× 300× 530 19× 110× 530 20 12× 620× 170  60 1

2 9012× 620× 2902819× 110× 62019× 300× 6204820H-800×300× 14×26

H-700×300× 13×24 22 40 19× 300× 530 19× 110× 530 18 9× 560× 170  60 1

H-700×300× 13×24 20 48 19× 300× 620 19× 110× 620 18 9× 560× 170  60 1

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

  ×   ×      ×   ×      ×   ×    H-   ×   ×   ×  

H-   ×   ×   ×    ×   ×      ×   ×      ×   ×    

H-400×400× 13×21 22 64 12×400× 530 16×170× 530  8 12× 260× 170  60 1

2 9012× 260× 2901216×170× 65012×400× 6508020H-400×400× 13×21

H-350×350× 12×19 22 48 12×350× 410 12×140× 410  8 12× 200× 290 120 2

2 6012× 200× 2901212×140× 41012×350× 4104820H-350×350× 12×19

H-300×300× 10×15 22 32  9×300× 440 12×110× 440  6  9× 200× 170  60 1

1 60 9× 200× 170 612×110× 530 9×300× 5304020H-300×300× 10×15

H-918×303× 19×37 22 80 25×300× 980 28×110× 980 44 12× 680× 290  60 2

2 6012× 740× 2904828×110×116025×300×11609620H-918×303× 19×37

H-912×302× 18×34 22 72 25×300× 890 25×110× 890 44 12× 680× 290  60 2

2 6012× 740× 2904825×110×107025×300×10708820H-912×302× 18×34

H-900×300× 16×28 22 64 19×300× 800 22×110× 800 40 16× 620× 290  60 2

2 6012× 740× 2904822×110× 98019×300× 9808020H-900×300× 16×28

H-890×299× 15×23 22 56 16×300× 710 19×110× 710 40 16× 620× 290  60 2

2 6012× 740× 2904819×110× 80016×300× 8006420H-890×299× 15×23

H-800×300× 14×26 22 56 19×300× 710 19×110× 710 28 12× 620× 290  90 2

2 6012× 560× 2903619×110× 89019×300× 8907220H-800×300× 14×26

H-700×300× 13×24 22 56 19×300× 710 19×110× 710 24 12× 530× 290  90 2

2 6012× 500× 2903219×110× 89019×300× 8907220H-700×300× 13×24

H-588×300× 12×20 22 40 12×300× 530 16×110× 530 20  9× 440× 290  90 2

2 6012× 380× 2902416×110× 71012×300× 7105620H-588×300× 12×20

H-488×300× 11×18 22 40 12×300× 530 12×110× 530 12  9× 380× 170  60 1

2 9012× 350× 2901612×110× 62012×300× 6204820H-488×300× 11×18

H-440×300× 11×18 22 40 12×300× 530 12×110× 530 10  9× 320× 170  60 1

2 60 9× 320× 2902012×110× 62012×300× 6204820H-440×300× 11×18

H-390×300× 10×16 22 32 12×300× 440 12×110× 440 12  9× 260× 290  90 2

2 90 9× 260× 2901212×110× 53012×300× 5304020H-390×300× 10×16

H-600×200× 11×17 22 24 12×200× 410 12× 80× 410 20  9× 440× 290  90 2

2 6012× 380× 2902412× 80× 53012×200× 5303220H-600×200× 11×17

H-500×200× 10×16 22 24 12×200× 410 12× 80× 410 12  9× 380× 170  60 1

1 60 9× 380× 1701212× 80× 53012×200× 5303220H-500×200× 10×16

H-450×200×  9×14 22 24 12×200× 410 12× 80× 410 10  9× 320× 170  60 1

2120 9× 320× 2901212× 80× 53012×300× 5303220H-450×200×  9×14

H-400×200×  8×13 22 24  9×200× 410  9× 80× 410  8  9× 260× 170  60 1

2 90 9× 260× 29012 9× 80× 410 9×200× 4102420H-400×200×  8×13

H-194×150×  6× 9

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７に準拠）
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ウェブボルト配置フランジボルト配置
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２０２１年度版Ｈ 形 鋼 継 手 標 準 図

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
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基礎伏図　Ｓ＝１／５０

土　間　仕　様

シ ン ダ ー コ ン ク リ ー ト  t=290

F1

HOOP D10-100@

主筋 8-D19

.

D13-200@(D)
(4-D13)

D
1
3-

2
0
0@

(
D)

(
4-

D
13

)

TOP.HOOP 2-D13

基礎詳細図　Ｓ＝１／５０

土 間 コ ン ク リ ー ト  t=150

土 間 配 筋  D10@200（ ｼﾝｸﾞﾙ） タ テ ヨ コ 共

ス タ イ ロ フ ォ ー ム  t=5 0

防 湿 シ ー ト  t=0.1 5× 2枚 敷 込

地 盤 改 良 　 H=500

固 化 剤 使 用 量  100 kg／ m
3

SGL

シ ン ダ ー コ ン ク リ ー ト  t=290

土 間 コ ン ク リ ー ト  t=150

ウ レ タ ン 系 塗 床 （ 防 滑 工 法 ）

土 間 配 筋  D10@200（ ｼﾝｸ ﾞﾙ） タ テ ヨ コ 共

ス タ イ ロ フ ォ ー ム  t=50

防 湿 シ ー ト  t=0.15× 2枚 敷 込

地 盤 改 良 　 H=500

固 化 剤 使 用 量  100 kg／ m
3

1-D13

D10-200@

D10@200（ ｼﾝｸﾞﾙ）

1-D13

1-D13

土間詳細図　Ｓ＝１／５０

 捨 て コ ン ク リ ー ト  t=5 0
 砕 石 （ RC-4 0） t= 15 0
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F1

F1

F1
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F1

SGL

SD345 （D19以上）

FC=21 N／mm

（新JIS規格品とする）

BCR295  （冷間成型角形鋼管柱）

使 用 材 料

（認定番号：MSTL-0189）

鉄 骨

コンクリート

鉄 筋 SD295A（D16以下）

2

SSC400  （胴縁）

SN490C　（ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ）

HTB S10T　（認定番号:MBLT-0125）ボ ル ト

SS400   （梁・その他）

共 通 事 項

設 計 地 耐 力

fe=200 KN/㎡（長期）

※柱芯＝基礎芯を示す。

･･･SGLからの高さを示す。

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／５０基 礎 伏 図 Ｓ－０７
Ａ３：１／７１

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０梁 伏 図 Ｓ－０８
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梁 伏図　Ｓ＝１／５０

B1

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）

 　　　カラーガルバリウム鋼板 厚０．８

B1

部 材 リ ス ト

符 号 部 材 備 考

※ 新 JIS規 格 品 と す る

１ Ｃ １
L (A BR 400)

(BCR295)□ -20 0× 200× 9
(S N4 90C)B.PL-28× 400× 400

A.BO LT S 4- M2 0× 40 0（ 細 長 比 　 λ =78.8）

Ｒ Ｇ １

Ｒ Ｇ ２

Ｒ Ｇ ３

Ｒ Ｇ ４

H-2 00× 100× 5. 5× 8
(S S4 00)

FS .PL-1 6

2W S.PL- 6

HT B 4-M 16

HT B 2-M 16

H -2 00× 100× 5. 5× 8
(S S4 00)

FS .PL-1 6

2W S.PL- 6

HT B 4-M 16

HT B 2-M 16

H -2 00× 100× 5. 5× 8
(S S4 00)

FS .PL-1 6

2W S.PL- 6

HT B 4-M 16

HT B 2-M 16

H -2 00× 100× 5. 5× 8
(S S4 00)

FS .PL-1 6

2W S.PL- 6

HT B 4-M 16

HT B 2-M 16

G.PL-6

HTB 2-M16

( SS 4 00 )
H- 150× 75× 5× 7

G.PL-6

HTB 2-M16
Ｂ １

H-2 00× 100× 5. 5× 8
(S S4 00)

FS .PL-1 6

2W S.PL- 6

HT B 4-M 16

HT B 2-M 16
Ｃ Ｇ １

ﾔﾈﾌﾞ ﾚｰ ｽ M20　 タ ー ン バ ッ ク ル
(SS400)

G.PL-9

HTB 1-M20

共 通 事 項

※特記なき限りジョイント位置は柱芯から600とする。

J※　　印はジョイント位置を示す。

600

6
0
0

6
0
0

6
0
0

J J

600

6
0
0

J

J
J

J

柱脚詳細図　S=1:50

※ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは二重ナット、座金溶接止めとする。

4
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0
0

400

300 5050

5
0

5
0

(ABR400)A.BOLTS 4-M20× 400

(SN490C)B.PL-28× 400× 400

L

1C1:□ -200× 200× 9

２０２２／０１／１９Ａ３：１／７１

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０軸 組 図
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1 4通軸組図　Ｓ＝１／５０ YY1通軸組図　Ｓ＝１／５０

XX2通軸組図　Ｓ＝１／５０

XX1通軸組図　Ｓ＝１／５０
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２０２２／０１／１９Ａ３：１／７１
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｓ－１０架 構 詳 細 図 Ａ２：１／３０

F1 F1 F1

HTB.2-M16

2WS.PL-6

HTB.4-M16

FS.PL-16

600

共　通　事　項

※告示　平12建告第1464号を遵守する事。

J　　印はジョイント位置を示す。

 ダイヤフラムの材種はSN490Cとする。
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印

　　　／　　　／　　　

縮尺 図面番号図名

工事名特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０１電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書 ＮＳ（Ａ２）

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100

　　〃　　（踊場） 　 〃　　 2,500

　　〃　　（鏡上） 鏡上端～中心 150

1,500以上避難口誘導灯 床上～下端

1,000以下廊下通路誘導灯 床上～上端

スイッチ（一般） 床上～中心 1,300

　　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般） 〃 300

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室） 〃 150

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上） 台上～中心 150

コンセント（車庫） 床上～中心 800

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

1,500引込開閉器箱（低圧） 床上～中心

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤 床上～中心

開閉器箱 〃 1,500

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,300

接地用端子箱 地上､床上～中心 500

（上端1,900以下）1,500

雷保護用接地端子箱 床上～下端 800

親時計

（※1）

A. C. D

A

B

C

D

LH

LL

LA

t

Lt

At

Dt 

p

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（※1）

機材 （１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

●化学物質を放散させる 　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

機材等 次の１）から５）を満たすものとする。

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　　　て少ないものとする。

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　　　が極めて少ないものとする。

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　　　とする。

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．共通仕様

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準図」という。）による。

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

2．特記仕様

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

建物別及び屋外 工 事 種 別

工　事　種　目 屋　外

● 電灯設備

 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 構内情報通信網設備

 　情報表示設備

○ 映像・音響設備

拡声設備

 誘導支援設備

 テレビ共同受信設備

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 構内通信線路

○ 太陽発電設備

○ テレビ電波障害防除設備

○

○

一式

Ⅱ．工事仕様

仕様書

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

延 べ 面 積 消防法施行令
建　物　名　称 構　造 階　　　　数 備　　考

別 表 第 一

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

（㎡）

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒドの放散量 該当する機材等

規制対象外 ①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料等使用

第　三　種 ①JIS及びJASのF☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

○室内空気中の化学物質の 　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定

濃度測定 し、監督職員に報告する。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　測定対象室　　・　図示　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　

グリーン購入法 　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

定調達品目「公共工事」の品目

　・照明制御システム　　　・変圧器

●電源周波数 　・50Hz　　・60Hz

●電気工作物の種類 　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

電気保安技術者 　・要　　　・不要

物の保安の業務を行うものとする。

電気工事士 　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

●工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

は、請負者の負担とする。

○監督員事務所 　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

●工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

●足場、さん橋類 　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

　・本工事で設置とする。

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

●工事写真・完成図 　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

よるほか、監督職員の指示による。

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

○発生材の処理 １）引渡しを要するもの

　・無　・有（金属類）

２）引渡しを要するもの以外

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

　・有（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

　・有（・蛍光ランプ　　　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・現場説明による。

残土処理 ・監督員の指示による。

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

耐震施工 　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

１）設計用水平地震力

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

電線本数、管路など 　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監
●施工図等の取扱い 　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露
● 施工調査 　・事前調査

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。
　　調査項目（各設備の既設との取合）

呼び線 　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。 　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。
金属製電線管の塗装 　下記の露出配管は塗装を行う。

　　調査方法（　／　）図による。
　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

非常用の照明装置の ・測定数　　　　　　箇所以上 　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上
照度測定箇所数

仮設備工事
コンセント 　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製
○ 養生 　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。インバータ装置の 　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

規約効率

電動機出力（kW） 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

86.0 88.5 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5規約効率（％）

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

地中線の埋設標 　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

天井仕上げ表示 　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

接地極　 　接地極の材料は下記による。

●

○

○

○

○

電線類 　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

記号 　仕　　　　　　様

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)(EM－UTP5)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)(EM－UTP6)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)(EM－UTP6A)

取付高さ

接地極埋設標 地上～中心 600

給油ボックス 地上～給油口 1,000

端子盤（EPS・電気室） 床上～中心 1,500

〃 1,500

子時計､スピーカ 〃 （天井高）　　　×0.9

アッテネータ 〃 1,300

出退表示盤　 〃 （天井高）　　　×0.9

1,300発信器（出退表示用）　 〃

1,300インターホン 〃

標準図による。外部受付用インターホン子機 〃

900呼出ボタン（多機能トイレ） 〃

1,800復帰ボタン（　　  〃　　 ） 〃

2,000廊下表示灯（　　  〃　　 ） 〃

1,800テレビ機器収容箱 〃

火報受信機（複合盤） 床上～操作部 800～1,500

1,500副受信機 床上～中心

機器収容箱 〃 800～1,500

発信機 〃 800～1,500

警報ベル 〃 （天井高）　　　×0.9

表示灯 〃 （天井高）　　　×0.8

1,500連動制御器（自動閉鎖） 〃

300ガス漏れ検知器（LPガス） 〃

　　　〃　　　（都市ガス）　 天井面～中心 （天井面）-200

(壁面取付の場合）

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。×0.9 ×0.8

○

●

1.5 1.0

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　重要機器

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

　　　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階以上の場合は上層4階とする。

２）設計用鉛直地震力

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

設計用標準水平震度

・　特定の施設 ・　一般の施設
設置場所 機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0 1.5 1.5 1.0
上層階

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 1.5 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6 0.6 0.4

地下・1階 1.0 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

（※1）

A. D

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10φ)はW＝30、L=900、(14φ)はW＝40、

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

共同接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ａ種接地 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

Ｂ種接地 Ｅ 　　Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｃ種接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｄ種接地 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

高圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

低圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

雷保護用 Ｅ Ω以下
・EB（14φ）×  連－  組

交換機用 Ｅ EB（14φ）×3連－  組10Ω以下

電話引込口の
EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）Ｅ 100Ω以下

保安器

通信用 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

通信用 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

測定用 Ｅ EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

接地の種類

共同接地

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」EM－UTP

屋上及び塔屋

92.0

●

○

　・鉄製（　 箇所）　　 ・コンクリート製（　　箇所）

　仮電源　　（・　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・工事期間中　・　　　　　・　　　　　）

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「　　制定の　　　　

事業用電気工作物保安規程　　」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

○ 構内交換設備

○ 監視カメラ設備

 ○

○ 構内配電線路

○

●

○

○
○

○ 発電設備

○

●

●

○

保育所 ＲＣ造 平屋建 ６項ニ

舞台照明設備

・監督員の指示による。

●

○

一式

tＥ

○

○

●

○

○

大山田保育園給食室改修工事　設計図

● 一式

○

１４０１．２

○

○

○

一式

２０２２ ０１

保育所

● 一式

１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事

伊賀市　平田　地内
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移動台
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一槽シンク 一槽シンク
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5,590
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1
,
02
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０２

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

１４

ＹＹ３ ＹＹ２ ＹＹ１

ＸＸ２

ＸＸ１

Ｈ８００
三槽シンク

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375

Ｇ
改 修現 況

1,
0
8
0

1,
9
1
0

１４

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

185 3,645

▽
壁

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

▽壁芯

1
8
5

1
,
2
95

▽柱芯

▽柱芯

▽柱芯▽柱芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯
▽
壁

芯

△
柱

芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯 ▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯

▽
柱

芯

1,575 185

EX
P
.
J

E
X
P.
J増築

既存

調理室

Ｈ１９２０
冷凍冷蔵庫

＜改修＞　電灯設備　平面詳細図

乾燥機

乾燥機

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

食品庫２

下処理室

２０２２／０１／１９

下処理室

Ｌ

Ｌ

ダウンライト ２灯

富士型ＦＬ４０Ｗｘ１ １灯

富士型ＦＬ４０Ｗｘ２　防水型 ８灯
殺菌灯　パイプ吊り １灯

防水ブラケット（ＦＵＢ－１８１５２Ｎ） ２灯

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

富士型ＦＬ４０Ｗｘ１

撤去

１灯

Ｌ

Ｌ

更新

更新

更新

更新

接続

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ ｘ２

ｘ４

Ａ ｘ８

Ｃ ｘ１

Ｃ ｘ１

ｘ２

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース）天井転がし

Ｊ

既設外壁灯配線に接続

撤去 更新

ＬＬ

３

３

撤去

ＬＬ

更新

３

３

撤去 撤去 更新
更新

壁取付扇風機２０ｃｍ
設備工事 設備工事

新設 新設

新設

設備工事

新設 新設

設備工事設備工事

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース）

ａ１

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m

四角配置

直線配置
単体配置 Ａ１

Ａ２
Ａ４

3.8
8.5

6.9 7.6

9.4
4.0 4.0

8.1

9.9

8.9

10.1
2.8

ＬＥＤ非常灯 電池内蔵

－ －

自動点検機能付

ハロゲン電球９型　相当品

低天井用

－－

－－
－－
－－－－－－－

ＬＡＬＥー００４

Ｋ１－ＬＲＳ１１－１

－ －

2.5m
4.0
9.6

7.8

2.7m
3.6
10.1

8.3

１７ｍ

ａ１

４
ｍ

防火壁をしめす。

★ 防火壁貫通部分の防火処理箇所をしめす。

※国土交通大臣認定されたブロック工法あるいは
　カンパットキット工法にて等にて、施工。

撤去

ｘ１

ｘ１Ｂ

玄関スイッチへ（外灯用）

★

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

既設配線

特 記 事 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース）

２、凡例

Ｌ

３

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込３路スイッチ

抜止コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１

３Ｗ１５Ａｘ１

１Ｐ１５Ａｘ１
ＯＮ点灯 １Ｐ１５Ａｘ１

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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(男性）
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00
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00
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ワゴン置場
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9
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配膳カウンター

▼

5,590

5,
0
0
0

1
,
02
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０３

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

１４

ＹＹ３ ＹＹ２ ＹＹ１

ＸＸ２

ＸＸ１

3
,
15
0

1
,
10
0

7
5
0

Ａ ２：１／５０
Ａ３：１／７１

185 3,645

▽
壁

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

▽壁芯

1
8
5

1
,
2
95

▽柱芯

▽柱芯

▽柱芯

▽壁芯 ▽壁芯
▽
壁

芯

▽
壁

芯

▽
柱

芯

1,575 185

 床：アスファルト舗装

EX
P
.
J

E
X
P.
J増築

既存

調理室

有効 2,800

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

食品庫２

下処理室

２０２２／０１／１９

乾燥機 ３φ５．２ｋＷ

冷凍冷蔵庫 ３φ０．３７３ｋＷ

Ｈ＝２３００

Ｈ＝２３００

包丁まな板殺菌庫
５８７Ｗ

検食用冷凍庫 ３６４Ｗ
Ｈ＝２２００

冷凍冷蔵庫 ５９４Ｗ

Ｈ＝２２００

カバープレート

２

２

２

３６１

更新

更新

更新

カバープレート
取付

更新

更新

３３２

カバープレート

取付
カバープレート

２
取付

２ＥＷＰ２ＥＷＰ

３３３

更新 更新

２ＥＷＰ

３３５

更新

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ステールコンベクション ３００Ｗ

Ｈ＝１５００

ガス給湯器用

ＥＷＰ

３５６

移設後

設備工事

設備工事

設備工事

脱着

既存のまま

２ＥＷＰ

２ＥＷＰ

２ＥＷＰ

３３４

カバープレート
取付

取付

カバープレート
取付

カバープレート

ＭＣ（Ｂ）

ＭＣ（Ｂ）

2

５．５°

3

＜改修＞動力コンセント設備　平面詳細図

５．５°

ＭＣ（Ａ）

ＭＳＷ（Ａ） 取付

ＭＳＷ（Ｂ） 取付

ＭＳＷ（Ｂ） 取付

特 記 事 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＣＥ３．５°ー４Ｃ（１Ｃアース）天井転がし

天井転がし

５．５°
ＥＭ－ＣＥ５．５°ー４Ｃ（１Ｃアース）天井転がし

５．５°

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース） ＭＭ（Ａ）

ＥＭ－ＣＥ３．５°ー４Ｃ（１Ｃアース）ＭＭ（Ｂ）

ＥＭ－ＣＥ５．５°ー４Ｃ（１Ｃアース）ＭＭ（Ｂ）

壁内隠ぺいはＰＦ管にて保護とする。

２、凡例

防水コンセント
２ＥＷＰ

接地付２Ｐ１５Ａｘ２

防水コンセント
ＥＷＰ

接地付２Ｐ１５Ａｘ１

２
埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２

ＭＭ（Ａ）

ＭＣ（Ａ）

１種金属線ぴ（メタルモール） Ａ型

同上コーナーボックス Ａ型
ＭＳＷ（Ａ） 同上スイッチボックス Ａ型

ＭＭ（Ｂ）

ＭＣ（Ｂ）

１種金属線ぴ（メタルモール） Ｂ型

同上コーナーボックス Ｂ型
ＭＳＷ（Ｂ） 同上スイッチボックス Ｂ型

３、点線表示の機器は既存のままをしめす。
防火壁をしめす。

Ｊ Ｊ
既設と接続既設と接続

15A

30A

動力コンセント ３Ｐ１５Ａｘ１、Ｅ付

動力コンセント ３Ｐ３０Ａｘ１、Ｅ付

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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芯

特　記

2
,
94
0

8
,
50
0
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ト

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

食品庫１

食品庫２

一般便所2

(男性）

レンジﾌｰﾄﾞ
（設備工事）

土
間
コ

ン
ク

リ
ー
ト

舗
装

植込

回転釜

消

620

2
,
4
00

50 75

6
65

450
4
,
9
10

6
00

4
00

2,
0
1
0

2,
7
9
0

1,
6
3
0

1,
0
7
0

1
,
00
0

8
,
50
0

4
00

1
,
1
00

50

PS

Ｈ８００
台

Ｈ１５００
スチコン

（設備工事）
レンジフード

回転釜

台
Ｈ８００

台
Ｈ８００

移動台
Ｈ８００

調理室

シェルフ

台

シェルフ

台
ガステーブル

Ｈ１６００

Ｈ８１０

Ｈ１６００

Ｈ８１０
Ｈ８００

一槽シンク 一槽シンク

保冷庫 殺菌庫

ワゴン置場

台
H800

搬入カウンター

Ｈ１９２０

Ｈ１９００

配膳カウンター

2
,
5
00 2
,
1
0
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅー０４

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

Ｈ８００
三槽シンク

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375

Ｇ

1,
0
8
0

1,
9
1
0

１４

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

▽柱芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯
▽
壁

芯

△
柱

芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

Ｈ１９２０
冷凍冷蔵庫

乾燥機

乾燥機

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

２０２２／０１／１９

下処理室

２ＥＷＰ ２ＥＷＰ

２

２

２ＥＷＰ

２ＥＷＰ

ＥＷＰ

ガス給湯器用

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

２

２ＥＷＰ

２

1

2

３６１３３２

３３５

２ＥＷＰ ２ＥＷＰ

３３３

カバープレート

撤去

冷凍冷蔵庫 ３φ０．３７３ｋＷ

３φ５．２ｋＷ
Ｈ＝２３００

乾燥機

乾燥機 ３φ５．２ｋＷ
Ｈ＝２３００

Ｈ＝２３００

５．５° ５．５°

3

３３４

撤去

撤去

更新

更新

撤去

３５６

更新

更新

撤去
撤去

更新

更新

設備工事

設備工事

設備工事

移設前

設備工事

撤去

撤去

撤去

撤去

更新

＜現況＞動力コンセント設備　平面詳細図

特 記 事 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＥＭーＥＥＦ２．０－２Ｃ

ＥＭーＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｃアース）

ＰＦ（２２）

ＰＦ（２２）

ＰＦ（２８）

ＰＦ（２８）

二重天井内はケーブル転がしとする。

２、凡例

ＥＷＰ
防水コンセント 接地付２Ｐ１５Ａｘ１

２ＥＷＰ

２

防水コンセント 接地付２Ｐ１５Ａｘ２

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２

Ｇ ガス警報器 設備工事

撤去をしめす。

ここまで撤去

５．５°

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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SUS製化粧
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台
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移動台
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調理室

シェルフ

台

シェルフ

台

ガステーブル

Ｈ１６００

Ｈ８１０

Ｈ１６００

Ｈ８１０

Ｈ８００

一槽シンク 一槽シンク

保冷庫 殺菌庫
ワゴン置場
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 床：アスファルト舗装

EX
P
.
J

E
X
P.
J増築

既存

調理室

Ｈ１９２０
冷凍冷蔵庫

乾燥機

乾燥機

有効 2,800

食品庫２

下処理室

下処理室

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０５

改 修現 況

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１<改修＞　空調設備・換気設備電源工事　平面詳細図

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

２０２２／０１／１９

ＡＣＰ－７
３φ５．７５ｋＷ

Ｓ

既設ＭＡ－１へ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ

ＫＦ３－２

３φ０．４ｋＷ

ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ

Ｆ

ＫＦ－４ （シロッコファン）

手元開閉器３Ｐ３０Ａ　撤去

撤去

ＦＶ－１Ｎ
３φ０．４ｋＷ

ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ

撤去 撤去

Ｆ

３φ０．７５ｋＷ
ＦＥ－１ （シロッコファン）

Ｊ

ＥＭ－ＣＥ３．５°－４Ｃ

既設ＭＡ－１へ

既設線流用 既設線流用

既設線と接続

Ｓ

Ｓ

ＡＣＰ－１Ｎ
３φ４．０７ｋＷ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ　Ｇ（２８）

ＦＶ－１Ｎ
３φ０．４ｋＷ

ＡＣＰ－１Ｎ
３φ４．０７ｋＷ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ　Ｇ（２８）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ

３Ｐ３０Ａ防水箱（ＳＵＳ）に収納

★ ★

防火壁をしめす。

★ 防火壁貫通部分の防火処理箇所をしめす。

※国土交通大臣認定されたブロック工法あるいは
　カンパットキット工法にて等にて、施工。

３Ｐ３０Ａ防水箱（ＳＵＳ）に収納

転がし

転がし

転がし

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０６

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ
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ＹＹ３ ＹＹ２ ＹＹ１

ＸＸ２

ＸＸ１
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Ａ ２：１／５０
Ａ３：１／７１

185 3,645
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芯
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芯
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芯
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,
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95
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▽柱芯

▽壁芯 ▽壁芯

▽
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芯

▽
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▽
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1,575 185

 床：アスファルト舗装

EX
P
.
J

E
X
P.
J増築

既存

調理室

＜改修＞　弱電設備・自火報設備　平面詳細図

有効 2,800

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

食品庫２

下処理室

２０２２／０１／１９

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

ＡＥ

ＡＥ

脱着

更新

更新

更新

更新更新

新設

新設

ｔ

脱着

改 修 後 照 明 器 具 姿 図

特 記 事 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＭＣ（Ａ）

ＭＳＷ（Ａ）

ＡＥ

ＡＥ

ＥＭーＡＥ１．２－３Ｃ 天井転がし

ＥＭーＡＥ１．２－４Ｃ 天井転がし

２、凡例

ｔ

ＭＭ（Ａ） １種金属線ぴ（メタルモール）

ＭＣ（Ａ） 同上コーナーボックス

ＭＳＷ（Ａ） 同上スイッチボックス

ＥＭーＡＥ１．２－３Ｃ ＭＭ（Ａ）

差動式スポット型熱感知器　２種　露出型

定温式スポット型熱感知器 防水１種　露出型

インターホン子機

天井埋込スピーカー

壁掛けスピーカー

ＡＴＴ付

ＡＴＴ付

一体型ＬＥＤベースライト 直付型 防湿防雨型

ＦＨＦ３２Ｗｘ２ 消費電力相当 ４３．１Ｗ

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－６４

Ｂ 一体型ＬＥＤベースライト 直付型

消費電力ＦＨＦ３２Ｗｘ１

ＬＳＳ９－４－３７

相当 ２５．０Ｗ

ＬＥＤ殺菌灯 パイプ吊り型

ＧＬ６Ｗｘ１ 相当

ＦＷ０１９８９ 同等品

ＬＥＤダウンライト

ＦＨＴ３２形　相当 消費電力 １２．４Ｗ

ＬＥＤ１５０形

ＬＲＳ１－１３

ＬＥＤポーチライト 防雨型

電球色 消費電力 ４．３Ｗ

ＬＧＷＣ８５２７５Ｕ　同等品

防火壁をしめす。

人感・明るさセンサ－付

※消灯時刻をおよそ２０時頃～翌朝６時頃の間に調整可能

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２

Ｅ－０７＜ 改 修 ＞ 　 電 気 設 備 　 平 面 図

・・・改修範囲を示す。

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号

・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号

※傾斜路勾配は1/25とする。

２０２２／０１／１９

今回改修エリア

既設ＭＡ－１

・既設回路の配線撤去後、１回線接続

・既設予備回路に１回線接続

はつり貫通
※防火処理を施す

既設ＬＡ－１

・既設予備回路に接続

ＡＣＰ－１Ｎｘ２台へ

パッケージ形消火設備（機械工事）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

はつり貫通
※防火処理を施す

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃｘ２

上部に移設
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下処理室

ｃ

空調機置場

カーテン取付位置を示す。（カーテンレール共）

ＬＧＳ＋ＰＢ　厚１２．５＋厚９．５（両面二重張）＋仕上
（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３５８号

（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３９９号

消火器（ＡＢＣ10型）設置位置を示す消

　 ○ 凡 例

114
令１１４条２項の界壁を示す

Ｒ
令１１４条２項の界壁を示す
コンクリート 厚１００以上

パッケージ形消火設備Ⅰ型新設（設備工事）

★ 114

★ 防火壁及び界壁貫通部分の防火処理箇所をしめす。

※国土交通大臣認定されたブロック工法あるいは
　カンパットキット工法にて等にて、施工。

外壁灯へ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（メタルモ－ルＡ型）

メタルモ－ルコ－ナ－ボックスＡ型

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



道路境界線

足洗・手洗

U2
4
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｅ－０８

砂場
中庭
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プール
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隣
地
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界
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砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具
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水路へ放流
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　雨水排水を示す。

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

設計ＧＬ＝１９０．５０

最高高＝３．４０１m
軒高＝３．３３m
ＦＬ＝１９０．７０設計ＧＬ＝１９０．５０

ＦＬ＝１９０．７０
軒高＝４．７０m

最高高＝７．３９８m

・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号
・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号
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 浄化槽（５０人槽）新設

＜ 改 修 ＞ 　 電 気 設 備 　 配 置 図
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既存建築物（保育園）
 申請建築物（増築）

※汚水排水経路は設備図参照
Ａ２：１／５００
Ａ３：１／７０５ ２０２２／０１／１９

盤撤去（機械工事）後、防水プルボックス

を設置し、既設線と接続

新設浄化槽盤（機械工事）

ＥＭ－ＣＥ８°－３Ｃ（１Ｃアース）ＦＥＰ（４０）
（１００Ｖ）

２００ｘ２００ｘ２００

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



分類 資材名 規格・メーカー等　(アイウエオ順）

管 塩ビライニング鋼管 「水」マーク表示品　WSP規格品

配管用炭素鋼鋼管 JISマーク表示品

塩化ビニル管 JISマーク表示品　「水」マーク表示品

リサイクル塩化ビニル管 JISマーク表示品　塩化ビニル管・継手協会規格品

銅管 冷媒用 ㈱イノアック住環境　㈱コベルコマテリアル銅管

㈱UACJ銅管　因幡電機産業（株）　または同等品以上
ステンレス鋼管 JISマーク表示品　「水」マーク表示品

桝 桝類 公団型 協和コンクリート工業㈱　インフラテック㈱

桑名工業㈱　㈲丸八産業　または同等品以上

塩ビ桝 （公社）日本下水道協会、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会

規格対象品又は準拠品

浄化槽 合併浄化槽

換気扇 換気扇類 テラルクリタ㈱　㈱東芝　日立アプライアンス㈱　

パナソニック㈱　三菱電機㈱　または同等品以上

青銅弁・鋳鉄弁弁

その他弁類

JISマーク表示品

㈱キッツ　東洋バルヴ㈱　日立金属㈱　㈱ベン

㈱ヨシタケ　または同等品以上

JISマーク表示品

器具

衛生 衛生陶器・水栓 JISマーク表示品

鋳鉄 排水金物 カネソウ㈱　ダイドレ㈱　㈱中部コーポレーション

製品 福西鋳物㈱　または同等品以上

鋳鉄製ふた マンホールふた 設備機材等評価名簿による。

弁桝ふた

ガス ガス配管器具 I・T・O㈱　㈱桂精機製作所　

器具 ㈱藤井合金製作所　富士工器㈱　または同等品以上

ガス給湯器 都市ガス ガス供給者の承認する製造者の製品

液化石油ガス 「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び

取引の適正化に関する法律」に基づき省令

による証票を付したもの

ガス ガス警報システム アズビル金門㈱　富士工器㈱　富士電機㈱

警報 パナソニック㈱　矢崎総業㈱　または同等品以上

装置消火 パッケージ型消火設備

阻集器 グリス・ガソリントラップ または同等品以上カネソウ㈱　下田エコテック㈱　ホーコス㈱ 

パッケージ形空気調和機 設備機材等評価名簿による。調和機空気

送風機 遠心送風機（多翼形送風機） 設備機材等評価名簿による。

【注記】 ① JISマーク、水マーク（JWWA:日本水道協会規格）、WSP(日本水道鋼管協会規格）、

SHASE-S(空気調和・衛生工学会規格）、JPF(日本金属継手協会規格）

SAS(ステンレス協会規格）の番号については、「公共建築工事標準仕様書

（機械設備工事編）」「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」による。

② JISマーク表示品と指定された資材は、工業標準化法施工規則に基づき、製品・包装

の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にJISマーク表示のあるものとする。

③ 設備機材等評価名簿とは、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」

設備機材等評価名簿（最新版）をいう。但し、評価名簿による場合、

「納入地区及びアフターサービス地区」に中部地区が含まれていて、

評価の有効期間内にある場合に有効とする。
国土交通大臣型式認定品FRP

保温塗装工事

．

１．

Ⅰ．工事概要

２．

３．

Ⅱ．

１．

２．

機械設備工事仕様書

種目

官公署への届出手続

提出図書（竣工時）

工事用電力・水・その他

構内敷ならし 場外搬出処理

工程表

施工図等

機器及び材料等

提出図書（引渡時）

発生材処分

．残土処分

容量等の表示

撤去工事

斫り

項目

一
般
事
項

．１ 空調方式 空冷ヒートポンプパッケージエアコン

ファンコイル・ダクト併用方式 単一ダクト方式

各階ユニット方式

設計条件

．３ 配管材料 冷媒管

ドレン管

※

※

．配管材料

．負担金 要不要５

大便器洗浄方式 タンク式

小便器洗浄方式

給水栓

．３貯湯槽

．４ 室外機基礎

．１

．３

アングルフランジ工法 共板フランジ工法種別

保温付フレキシブルダクト

．風量測定口

チャンバー

３．

．１

．２

１ ２ｍ以下

３ｍ以下

１００Ａ以下

１２５Ａ以上

．２ 横走り管の振れ止め間隔

鋼管

鋼管

．３ フレキシブルジョイント

ビニル管

ビニル管

断熱材被覆銅管

〔一般〕ＶＰ

特記事項

外気条件
夏季

冬季

夏季

冬季
内気条件

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

　８０Ａ以下 １ｍ以下

２ｍ以下１００Ａ以上

　８０Ａ以下 １ｍ以下

２ｍ以下１００Ａ以上

１．５ｍ以下

銅管

鋳鉄管

支持間隔 １２．０ｍ以下６．０ｍ以下 ８．０ｍ以下

銅管

２５Ａ～４０Ａ

２５Ａ～４０Ａ

５０Ａ～１００Ａ

５０Ａ～１００Ａ

１２５Ａ～

１２５Ａ～

６５Ａ～１００Ａ １２５Ａ～

ベローズ形 合成ゴム製

２５Ａ以下

３２Ａ～５０Ａ

６５Ａ～１５０Ａ

２００Ａ以上

３００ｍｍ以上

５００ｍｍ以上

７５０ｍｍ以上

１０００ｍｍ以上

３００ｍｍ以上

５００ｍｍ以上

４０Ａ以下

５０Ａ～８０Ａ

１００Ａ以上 ７００ｍｍ以上

横走り管の吊り間隔

．４ １）材料

・ライトチューブ

・耐熱チューブ

（ポリエチレンフォーム粘着テープ付）

（ポリエチレンフォーム粘着テープ付）

配管保温厚

・グラスウール

給水・排水・給湯・ドレン

２０ ２５

～８０Ａ １００～１５０Ａ

・ポリスチレンフォーム

２０

給水 ～１５０Ａ ２００Ａ～

３０

２）

要不要

合併処理（別図参照）※

ＢＯＤ ＰＰＭ以下

人槽

（給湯管）

（ドレン管）

（冷媒管）

（給水管）

その他１

２工事区分

ＲＣ梁、壁、床の貫通スリーブ

同上構造体補強

建築 電気 機械 別途

点検口の取付工事

空調機の室内外機間の配線工事

換気扇の供給及び取付工事

空調室内機ＲＣ取付、配管配線工事

鉄骨梁の貫通スリーブ

同上構造体補強

保温厚（ｍｍ）

保温厚（ｍｍ）

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○※

○

○
●

○

○

○
○

○

●

○

○

〇●

●

○

●

○

○

●

○

○

●

○

○

●

２

○

●

○

○

○

○

〇

●

〇

○

○

○

○

○

用途地域

構造規模

延床面積

※

※

２０

樹脂製据付台

コンクリート基礎（建築）

スパイラルダクト

２

●

○

●

●

〇

●

●

○

○

○○

〇

構内指示の場所にたい積 ●

●

○

●

●

○

●

〇
〇

〇

〇

折半屋根用据付台（防振架台共）

（排水管）

○

〇

（排水管）

○
○
○

○

○

給
水
設
備

排
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
湯
設
備

消
火
設
備

ガ
ス
設
備

浄
化
槽
設
備

工
事
細
目

換
気
設
備

空
調
ダ
ク
ト
設
備

空
調
設
備

共
通
事
項

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　綿布塗装仕上げ

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　綿布塗装仕上げ

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ファインカバー（塩ビシート）

ポリスチレンフォーム保温筒 ＋ 鉄線 ＋ ポリスチレンフィルム ＋ ＳＵＳ鋼板

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ホ゜リエチレンフィルム　＋　ＳＵＳ鋼板

〔屋内露出〕

〔屋内露出〕

〔屋外露出〕

〔屋外露出〕

〔屋内露出〕

・ポリスチレンフォーム保温筒

保温筒・グラスウール保温材

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

処理を行う。

（ハ）土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するように

　　　努めること。呼び径１００Ａ以下はＭ１０、１２５Ａ～２５０ＡはＭ１２、

　　　２５０Ａ以上はＭ１６のステンレス棒鋼を使用する。

ＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

屋外露出及び多湿個所（トレンチヒ゜ット等）の配管架台は、ＳＵＳ又は

系統が分かるように、必要個所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き

・矢印記入・バルブ札取付を行う。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁

配管に空気が滞留する恐れのある個所には、エア抜き弁を設置し、

最寄りのドレン管に接続する。

吊り支持材は絶縁ゴム付または配管支持部防食テープ巻きとする。

地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずるものとする。

（イ）管は継ぎ手の組合せにより可とう性をもたせる。

（ロ）接続個所は必要に応じコンクリートでほごする。

〔屋外露出〕

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ファインカバー（塩ビシート）〔屋内露出〕

〔屋内露出〕

〔天井・ＰＳ内・空隙壁中〕

〔屋内露出〕

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ファインカバー（塩ビシート）

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　綿布塗装仕上げ

〔屋内露出〕

〔屋内露出〕

〔天井・ＰＳ内〕

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ホ゜リエチレンフィルム　＋　ＳＵＳ鋼板

〔屋外露出〕 指定色塗装

〔機械室〕 グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　アルミカ゛ラスクロス

〔天井・ＰＳ内〕 ライトチューブ　＋　ビニルテープ全周巻き（保温付銅管の上）

アルミガラス化粧保温筒　＋　アルミガラスクロス粘着テープ

〔屋外露出〕

〔屋内露出〕

〔屋内露出〕

〔屋外露出〕

グラスウール保温筒整形　＋　鉄線　＋　原紙　＋　綿布塗装仕上げ

〔屋内露出〕 グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ファインカバー（塩ビシート）

〔屋外露出〕

〔天井・ＰＳ内〕 アルミガラス化粧保温筒　＋　アルミガラスクロス粘着テープ

〔天井・ＰＳ内〕 ライトチューブ　＋　ビニルテープ全周巻き（保温付銅管の上）

〔機械室〕 グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　アルミカ゛ラスクロス

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ファインカバー（塩ビシート）

化粧カバー（※塩ビ製　○高耐食性溶融亜鉛メッキ鋼板）

配管途中、要所にはフランジ接続個所を設置し、取外しを容易にする。

〔防火区画（サーハ゛ー室としてみなす）貫通部〕耐火ニ層管

保温厚（液管－１０ｍｍ）　（ガス管－２０ｍｍ）

・冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係基準

　の規定による。

コンクリート製据付台（ハ゜ッケーシ゛ＡＣ、ルームＡＣ）

２段積架台は鋼製亜鉛溶融メッキ（メーカー既製品可）

取付箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

　ように施工する。

（２）ガラリに直接取付けるチャンバー類は雨水の滞留のない

第１種換気 第３種換気

●

●○

スパイラルダクト

全熱交換形換気扇の外気取入ダクト、及び排気ダクト

第２種換気○

外気取入ダクトは保温

塩ビ製ダクトＶＵ（多湿箇所）

換気方式

換気ダクト

ダクトの保温

但し、電動機の出力は表示された数値以下とする。

撤去後の補修範囲は原則としてモルタル補修までとする。

既存のコンクリート壁、床の配管貫通部の穴あけは原則とし

機器類の能力・容量等は表示された数値以上とする。

てダイヤモンドカッターを使用する。

受水槽　＋　加圧給水ポンプ 受水槽　＋　高置水槽

水道供給者より 借用 購入

井水圧力水槽○

○

○

○※

○ 公共上水道（敷地内既設管接続）

復旧、補修はモルタル補修までとする。

水道直結配管及び最大常用圧力５ｋｇｆ／ｃｍ２を超える管には

ＪＩＳ１０Ｋ　形、その他にはＪＩＳ５Ｋ形を使用する。

塩ビライニング鋼管に取付ける５０Ａ以下は管端コア付とし

ＨＩＶＰ

〔その他〕

〔地中埋設〕

シート・杭・ピン不要 要

保温チューブ付ポリブテンパイプ

○ ●

● ○

○

６５Ａ以上は鋳鉄製ライニング弁

直放流下水管

浄化槽直放流下水管 別途桝

耐火ニ層管 ＳＧＰ（白）

２

２

○

●

浄化槽●

●

○

○ ○ 既設接続

○ 既設接続

汚水・雑排水の 合流式 分流式○ ● （屋外第一桝で合流）

〔地中埋設〕 ＶＰ（１５０Ａ以上はＶＵ）

〔屋内一般〕 ＶＰ（１５０Ａ以上はＶＵ）

２

●

水道直結配管及び最大常用圧力５ｋｇｆ／ｃｍ　を超える管には

ＪＩＳ１０ｋｇｆ／ｃｍ　形、その他にはＪＩＳ５ｋｇｆ／ｃｍ　形を使用する。

衛生器具の付属水栓も含め、すべて節水コマ付とする。

タンク式 手動ＦＶ方式○ ○

ステンレス鋼板 普通鋼板 ＦＲＰ複合板

中央式 局所式

○ ○ ○

●

保温（ｔ１０ｍｍ）チューブ付ポリブテンパイプ

○

保温被覆付銅管（Ｍ）○ ○

配管用炭素鋼々管（白）

屋内消火栓 屋外消火栓 スプリンクラー

不要 要

不要 要

圧力配管用炭素鋼々管（スケシ゛ュール４０）

※

○ ※

○

○

○

○ 埋設部：消火栓用外面塩ビ被覆交換（白）ＳＧＰ－ＶＳ

液化石油ガス

ガス供給者より 借用 購入

〔地中埋設〕 ポリエチレン管 外面塩ビ被覆鋼管ＳＧＰ－ＶＧ

〔その他〕 配管用炭素鋼々管（白）

都市ガス発熱量 ｋｃａｌ／ｍ
３

ガス供給会社指定による

ガス用フレキシブル管（さや管工法）○

●

○

※ ○

○（　２０ｋｇボンベ　　５０ｋｇボンベ　　バルク）

１１，０００ （１３Ａ）

○

●

施工図、竣工図はＣＡＤによる作成を行い、ＣＡＤデーターを提出する。

発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づい

て適正に処理する。

本工事に必要な工事用電力・水、その他の費用は、全て

請負業者の負担とする。

実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議し作成、

監督員に提出する。

施工図等を作成し、監督員と打合せを行う事。

ー品番を使用しているので、メーカーの選定にあたって

は、同等品以上の性能を有するものとする。

（環境物品）の調達につとめる。

工事に伴う関係官公署等への必要な諸手続は、請負者が

国等による環境物品等の調達推進に関する法律（グリ

ーン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい

図面に記載の品番は参考品番として便宜上メーカ

工事に使用する機器及び材料については、予め使用機

諸資料を事前に提出すること。

遅滞なく行い、これに要する費用も負担する。

工事写真 工事日報 材料搬入報告書 各種試験成績表

検査済証 打合せ議事録 竣工写真

竣工図（原図、製本） 施工図 機器完成図

取扱い説明書 保証書 保守工具 備品等

○ ○●

● ●●

●

● ● ●

● ● ●

●

●

●

●

請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、

材届出書（メーカーリスト）、機器明細図、現品、カタロク゛、その他

工事仕様

○印中、●印のものを適用する。但し●印の無い場合は※を適用する。

共通仕様

本仕様書及び図面に記載されていない事項は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（機械設備工

事編）」「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」「公共建築設備

工事標準図（機械設備工事編）」最新版による。

日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」最新版による。

含む）及びその他関連法規による。

上記の他、所轄水道局、ガス供給社内規、消防関係法規（所轄消防市道要綱

特記仕様

（１）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合はその仕様は当該図面に

　　よる。

（２）設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等

　の関係で、設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、

　監督員と協議すること。

（３）施工上密接に関連する他工事との取合いについては、監督員の調整に協力

　し、工事全体の円滑な進捗に努めることとする。

工事種目 備考

工事種目

１．

２．

３．

４．

５．

屋外給水設備

屋内給水設備

屋外排水設備

屋内排水設備

衛生器具設備

給排水衛生設備

１．

２．

空調設備工事

３．

空調設備

配管設備

換気設備

６．給湯設備

７．ガス設備

９．

工事場所

（空冷ヒートポンプパッケージエアコン）

．１給水方式

．量水器

．３　弁　

２　

．４配管材料

．５地中埋設標

．１

．３　弁

２．放流先

４

．１

．２

．３

給湯方式

．配管材料２

．１

．２

消火設備の種類

消火ポンプ呼水槽

．３消火管内充水槽

．４配管材料

１

２

３

．負担金５

１．

．

形式

．２放流水質

処理対象人員３

．ガスの種類

．

．

ガスメーター

配管材料

○
○

９

．

．

．１２

１１

１０

．

．

．

１

２

３

．４

．５

．６

．７

．８

ＶＰ ＳＧＰ－ＶＤ○

ＳＧＰ－ＶＤ○

建物概要 建築仕様書参照

公共上水道直結● 〇

ＨＩＶＰ ＳＧＰ－ＶＢ●

要不要○ 本工事に含む○ ●　別途工事．６負担金

排水方式

．○
．７

８

給水本管接続

その他

〇　本工事 ○　別途工事

＊ウォーターハンマーが生じる恐れのある配管経路へは有効な防止機器を取付ける

（１）汚水

（２）雑排

●

〇

ＶＰ ＶＵ

ＶＰ ＶＵ

○

○

○

○

〇

○

ＦＶ方式

自動ＦＶ方式（○ＡＣ１００Ｖ　○その他）

．１○
○

ステンレス鋼管（図示部分）●

● 内外面耐熱性ライニング鋼管（WHTLP）　

〇○
〇

〇

○ 〇

５０

●

〇

〇

〇

〇

○
○

○

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

〇

●

●

ＪＩＳ　Ａ　９５０４　２号　４０Ｋ

ＪＩＳ　Ａ　９５０４　２号　４０Ｋ

ＪＩＳ　Ａ　９５１１　３号

○

○

○

浄化槽設備

８．消火設備

○

● 耐熱性ライニング鋼管（SGP-HVA）　

アングルフランジ工法（SUS304製）（露出部ミガキ） 共板フランジ工法〇●

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ホ゜リエチレンフィルム　＋　ＳＵＳ鋼板

ガス給湯器のＲＣ取付、配管配線工事

浄化槽の二次側電気配管、配線工事

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０１機械設備　特記仕様書
２０２２／０１／１９

消防認定品

○ シート・杭・ピン不要 要○ ●．６地中埋設標

（埋設）

（一般）

● パッケージ形消火設備

〔埋設〕

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ホ゜リエチレンフィルム　＋　ＳＵＳ鋼板

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　原紙　＋　綿布塗装仕上げ

グラスウール保温筒　＋　鉄線　＋　ホ゜リエチレンフィルム　＋　ＳＵＳ鋼板

アルミガラス化粧保温筒　＋　アルミガラスクロス粘着テープ

グラスウール保温筒＋鉄線＋ホ゜リエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

〔調理室内〕

〔調理室内〕

〔天井・ＰＳ内・空隙壁中〕 アルミガラス化粧保温筒　＋　アルミガラスクロス粘着テープ

〔屋内露出〕

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



道路境界線

足洗・手洗

U2
4
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０２

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

22.81

1
.4
8

1.481.48
1.48

29.
05

隣
地
境

界
線

16
.4
3

19
.4
1

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消火器（ＡＢＣ10型）

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

1.69

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.83

W186.72

189.72 W189.49189
.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

W188.92

189.76

189.53

190.27

190.27

W189.77
W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/
10

10,700 20,400 13,000 11,000 23,50012,089

11,000 9,400

１ Ｘ１ Ｘ４ Ｘ６ １０ １３

1
2
,2
5
2

1
8
,
90
0

4
,
60
0

11
,
5
00

21
,
0
00

1
5,
9
0
0

Ｙ５

Ａ

Ｆ

Ｋ

Ｙ１

1
2
,
31
5

5
3
,
65
0

2
7
,
20
0

Ｏ

Ａ

44,100 11,0009,905

１ １０ １３

AS

正門

1
/
25

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.5

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

B
F2
5
0

U 1
5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HP
φ
500

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

側溝へ放流

　雨水排水を示す。

5,000

ＸＸ２

5,000 18,500

ＸＸ２

3
0
,
03
0

5
,5
9
0

18
,
0
30

ＹＹ３

ＹＹ１

18,500

▽
隣
地

境
界

線

△
隣
地

境
界

線

▽水路境界線

▽隣地境界線

▽
隣

地
境

界
線

▽
隣

地
境

界
線

▽道路境界線

▽水路境界線

 合併処理浄化槽50人槽

量水器鉄蓋

量水器５０m/m（伊賀市水道局指定品）弁桝５０

仕切弁５０

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

5.
29
7

隣
地
境
界
線

9.
79
3

隣地境界線隣地境界線
7.43

隣地境界線
8.84

隣
地

境
界

線
7.

65

隣
地
境

界
線
1
3 .
2 9

隣
地
境
界
線
34
. 4
1

水路境界線108.92

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線
8.
47

道
路
境
界
線

3.
64

道路境界線

10.
40

道路境界線

4.00
5.21

道路境界線9.63

道
路
境
界
線
24
.8
9

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

1
.6
9

隣地境界線

8.18

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線隣地境界線

隣
地
境
界
線
15
.
63

隣
地
境

界
線

1
7.
9 9

隣
地
境
界
線
11.

46
隣
地
境
界
線
11
.30

隣
地
境
界
線
6.92

道路境界線
道路境界線3.12

2.04

2.95
道
路
境
界
線

2.67

隣
地
境
界
線

HP
φ
4
0
0

隣
地

境
界
線

93
.
1
6

既存建築物（保育園）

Ａ２：１／５００
Ａ３：１／７０５ ２０２２／０１／１９

新設

浄化槽制御盤

JT
1

50

50

☆
既
設 既設集水桝

150

以降平面図参照

ポンプアップ配管

☆ 既設接続

凡例

150

150

実線配管　新設

点線配管　既設

※　桝深さは参考とする。

アスファルト舗装、土間コンクリート舗装斫り、補修は建築工事とする。

給排水衛生設備　改修後　配置図

JT
1

記号 名　称

合併処理浄化槽

仕様・能力

FRP製 担体流動循環方式

処理対象人員 50　人

計画汚水量 10.0ｍ　／日

20　ｍｇ／Ｌ放流水BOD濃度

3

ブロアーx１台、放流ポンプ150Wｘ2台

自立型制御盤付属品

土木工事共

数

1

※　詳細は別紙参照

☆

150

150
150

既設

7

89

10

100臭突
既設

☆

臭突
新設100

原水ポンプ槽

BM 0(AS舗装）

BM+268(AS舗装）

1

記号 大きさ

200φ

形状

100-90L

2 200φ

GL-管底

-1145

-1185

-1220200φ3

150-90YS200φ4

200φ -12455

6 -1425

7

200φ

200φ 150-ST -1605

排水桝表 汚水桝―小口径塩ビインバート桝

蓋種類

塩ビ蓋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

桝深さは参考とする。

150-90L

-1225

100-45YS

150-90L

8

9

10

200φ 150-90L -1650

200φ 150-90YS -1715

200φ 150-90L -1810

〃

〃

〃

流入管底-1850
設定GL基準

設定GL基準

BM+268(AS舗装）設定GL基準

駐車場

（原水ポンプ槽共）

新設

190.10

150-ST

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



PS

１３１２１１１０Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３４Ｘ２Ｘ１１

10,700

4,300

20,400 13,000 11,000

11,000 3,400 6,000 2,500 3,000 5,500

Ｙ５

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

18
,
9
00

4
,
60

0
1
1
,5

0
0

21
,
0
00

6
,
9
00

6
,
0
00

6
,
00

0

5
,
0
00

1
3,

9
0
0

2
,
5
00

3,
2
5
0

5
,7

50
2
,0

0
0

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４

Ｙ４

Ｙ３

保育室玄関

園児便所

５才児保育室１

57.60㎡

５才児保育室２

57.60㎡

４才児保育室２

57.60㎡

倉庫

廊下３

物入

一時保育用

保育室

55.00㎡

カーテン

テラス

物入

２

足洗・手洗

カーテン

通用門

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

消

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１

57.54㎡

植込砂場

空調機置場

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

アプローチ玄関

57.80㎡

２才児保育室

消

職員

更衣室

14.56㎡

教材庫２

4.72㎡
事務室１

69.33㎡

4.72㎡

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

8.96㎡

カウンター

受付

80
0

2,350

消 物入

７

物入

８

植込

バ
ル

コ
ニ

ー

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

79.20㎡

800

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

段差なし

消

給湯

相談室

8.98㎡

事務室２

31.00㎡

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

空調機置場

物入

遊戯室

139.22㎡

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

57.60㎡

58.68㎡

３才児保育室２

足洗・手洗

テラス

消 消

廊下２

カ
ー

テ
ン

カ
ー

テ
ン

カーテン

カ
ー

テ
ン

保育室玄関

ワゴン置場 前室

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２

Ｍ－０３

消

6,400

給排水衛生設備　改修後　平面図

Ｈ

2,
3
5
0

53
,
6
50

2,
9
0
0

7
,
2
00

4
,
2
50

6
,8

0
0

2
,
5
00

1
,
40

0
1
,
85

0
3
,1

7
5

2
,
57

5
5,

3
0
0

6
,
77

0
3
,4

0
0

5
,
53

0

5
,0

3
0

5
0
0

Ｙ５

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

調理室

ＥＸＰ.Ｊ ▼

▼

ＥＸＰ.Ｊ

ＹＹ１

ＹＹ２

ＹＹ３

ＸＸ１

ＸＸ２

２０２２／０１／１９

6,
1
0
0

8
0
0

150

150.32.50

150 150

50.150

以降配置図参照

25

20

40

40

150.50

150.50

20
40

40 40

50

20

50

40

50.150

以降水栓柱へ

32
G

GV32（VC-1）

散水栓13A（B-3）

散水栓13A（B-3）

100

100
浄化槽臭突管

天井内

LPG集合装置

100 125

125

50.150

150

既設

☆

☆

30

100

50

☆

以降平面詳細図参照

以降平面詳細図参照

150

☆ 既設接続

凡例

実線配管　新設

点線配管　既設

3 4

2
1

6

※　桝深さは参考とする。

アスファルト舗装、土間コンクリート舗装斫り、補修は建築工事とする。

44,100

16,200 6,400 3,400 6,400 5,050

6,400 3,400 6,400 2,800 2,250

4,650

11,000

2,000 2,500 3,000 5,500

5

-1160管底

設定GL基準

G

150.32.40

32.50.150

32

20.20

GH

1N 32号
新設

GC32（BOX）

100

50

150150

既設

☆

☆

20

（移設品）
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台

スチコン

回転釜
台台

移動台

調理室

シェルフ

台

シェルフ

台
ガステーブル

一槽シンク
一槽シンク

保冷庫 殺菌庫
ワゴン置場

台

搬入カウンター

配膳カウンター

2
,
5
00 2,

1
0
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０４

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,410 1,790 2,300

Ｇ

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375

Ｇ

改 修現 況

1
,0
8
0

1
,9
1
0

１４

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

▽柱芯
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芯
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壁
芯
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壁

芯

△
柱

芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

乾燥機

乾燥機

 植込 撤去

２０２２／０１／１９

下処理室

 植込

G
G

50

40

50GT

40

40 40 40 75

75

20

20

20

25

3220露出

40

32

40

40

40.20

20 20

20

20

20

20

20

20

20
25

20.20

30

50
20 20

HT

COA50

D-80

以降平面図参照

冷凍冷蔵庫

40

40

40

SUS15φフレキ

SUS15φフレキ

SUS15φフレキ

40.20

20

30.20

32

20
2020

20
20

20.20

24号

20

20

20

50

40

50

G
T

40

40 40 40 75

20

20

20

25

32

40

32

40

40
20 20

20

20

20

20

20

20
25

20.20

30

50
20 20

HT

COA50

D-80

40

40

20

20

30.20

20
2020

20
20

GH
1N 32号

GV20
GC20
FJ20ｘ3

20

20

20

G
G

20

20
20

20

20

2020

40

40

40

P

40

40

☆

P

P

☆

☆

P

P

Pｘ3 P ｘ3

ｘ6

☆FJ20ｘ300L

新設
更新ガス回転釜

撤去

20

75

D-80

40
SGP 40

40

20

25

20

20

20

32

20

20.20

25

25

20

20

32

GV20
GC20
FJ20ｘ3

新設

新設

GC20ｘ2

GV20 20

30

2530 30

25

☆ｘ3

30

FJ20ｘ300L
撤去

ｘ1
ｘ1

撤去

GT
1N

新設

リモコン

100

以降平面図参照

G

☆ 既設管接続
P スラブ下プラグ止め

P プラグ止め

実線配管は撤去

点線配管は既設のまま

実線配管は新設

点線配管は既設

リモコン

撤去

配線共
FL+50

SUS

SUS
20

SUS20
露出

◆

◆ コアー抜き補修

25

25

25

40

40

40

75

75

75

☆
150100100

☆

50

露出

露出

☆

☆

-850

-730

-670

100

90Y100

T-8

-1575
DR100

T-8

T-8

100 90L

-690
WLS100

T-8

T-8

100 90L
200φ 200φ

200φ

200φ
200φ

レバー式自在水栓13（水）

レバー式自在水栓13（湯）

3

3

3槽シンク

レバー式自在水栓13（水）

レバー式自在水栓13（湯）

2

2

2槽シンク

撤去

撤去

単口ガスコック 撤去

回転ハンドル式自在水栓13 1

下処理

撤去

レバー式自在水栓13（水）

レバー式自在水栓13（湯）

2

2

ガス回転釜

撤去

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ自在水栓13（水用）

手洗器
手洗器

手洗器

既設

手洗器

既設のまま

手洗器

既設のまま

既設
既設

手洗器

既設のまま ☆

G

20 埋設

20露出FL+500

単口ガスコック

新設

T130AEQF13C（泡沫） 10

10

SUS製水栓柱（水用）

SUS製水栓柱（湯用）

75角ｘ1500H（全長） 1

1

※水栓柱は現場にて取付高さ調整の事。

名　称 品番 数

G

ガス漏れ警報器 1φ100V

G

G

G

撤去
ガス漏れ警報器

ガス漏れ警報器

ガス漏れ警報器

既設のまま

既設のまま

検知部分離形

ガス給湯器

撤去

SUS製グリストラップ

3槽式 800ｘ400ｘ600H

75 75

GH

1N

GT
1N

ガス給湯器

LPガス仕様 32号

リモコン、配管カバー共

屋外壁掛形瞬間式

グリストラップ SUS製3槽式 ﾊﾟｲﾌﾟ導入型

許容流入量　80L/min

阻集グリス量　26.5kg

蓋-溶融亜鉛メッキ縞鋼板

1

1

記号 名　称 仕様・能力 数

※　グリストラップは、土木工事（基礎、側壁コンクリ―ト）共

給排水衛生設備　改修前、改修後　平面詳細図

※　土間コンクリート斫り、補修は建築工事とする。

-850
T-8

100 90L
200φ

凡例

汚水桝　大きさ

桝形状

基準地盤からの深さ
蓋種類

鋳鉄製防護ハットT-8+内蓋T-8

※　管底深さは参考とする。

20

32

G
G 25

基準地盤

蓋耐圧　T－6

75角ｘ1500H（全長）

衛生器具表 新設

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ自在水栓13（湯用）

衛生機器表 新設

T130ARQ13V51H（泡沫）
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 植込 

Ｇ
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記 号 名   称 仕     様
種 別

電 源 数

量
備    考定格冷房能力 定格暖房能力

(kW）
設置場所

空調機器表 形式―空冷式ヒ―トポンプエアコン

参考品番

ACP-1N 厨房用天吊形 ワイヤードリモコン、耐熱形フレキシブルダクトｘ112.5 14.0 PCZ-ERMP140HZ

(kW）

屋外電源

屋外機基礎―タイガーベース

特記事項 冷暖房能力は、JIS条件1.

2.

3.

屋内機は、防振、耐震対策(振れ止め）、屋外機は、転倒防止対策を施工の事。

3φ200V

屋外機―防振パット敷

2COMP　2.6kW

消費電力(冷)3.81kW（暖)4.07kW（低暖）6.65kW

4. 屋外機の電源接続は電気工事とする。

調理室

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０５
２０２２／０１／１９

名   称記 号 仕     様　・　　能　　力 電 源 数 付　属　品　

FV-2N 天井換気扇 深形SUSPF（ガラリ付） 150Φ

EWF-40DTA

設置場所参考品番

換気設備　機器表

天吊金具

天吊金具

VD-20ZB12

名   称記 号 仕     様　・　　能　　力 電 源 数 付　属　品　

CF-1 壁掛型扇風機 1φ100V

風量　２８５０ｍ３／ｈ　消費電力　３８.０Ｗ

K-30YS

設置場所参考品番

扇風機　機器表

リモコンタイプ　羽根径　３００φ ワイヤレスリモコン

風速　３．６ｍ／ｓ

2

1

1

FV-1N 有圧換気扇

FE-1N 排風機

シロッコファン
天吊片吸込形（ベルト駆動）

No.２１/２ｘ３５００m3/hｘ２４０Ｐaｘ０．７５kＷ

2

3φ200V SRM4型1 防振架台

低騒音形　サニタリー用

風量　３００ｍ３／ｈ　８０Ｐａ　　消費電力　４９．０Ｗ

1φ100V

3φ200V低騒音形　排気用　羽根径４００φ

風量　２２３０ｍ３／ｈ　１２０Ｐａ　　消費電力　１９８Ｗ×

×

調理室

1. 機器は防振吊り金物、耐震対策振振れ止めを施工の事。

2. FD付PF又はFD付W・Cの図示のあるものはFD付とする。

特記事項

空調換気設備　改修後　機器表・換気設備計算書

シックハウス症候群対策に基づく換気量の計算

室　名
(m2)

決定換気量
(m3/h)

換気機器記号 備　考
室面積 平均天井高

(m)

室気積
(m3)

必要換気量

(m3/h)
換気回数
(回/h)(回/h)

換気回数
換気の種類

第3種換気76.42 0.3 2.60 198.692 59.61 FV-2N300 1.50

火気を使用する換気量の計算

1

ガス回転釜

Ｖ＝40KQより　

フード面積

フード吸込み面風速 0.3m/S

3.15ｘ1.3ｘ0.3ｘ3600＝4423m3／h

大なる方を採用する。

よって4460m3／hとする。

出力

31.4kW

排気フード フード吸込み面風速により求める方法調理器具

（排気ファン　FV-1N　2230m3/hｘ2台）3150ｘ1300調理室

スチームコンべクションオーブン 27.9kW

40ｘ0.93ｘ59.3kW＝2205.96m3/h 2206m3/h

圧　力　損　失　計　算　書

判　定

選定型番

（三菱電機）（ｍ３／ｈ）

有効換気量

設計換気量

直管相当長による方法（簡略法）

（口径φ）

個数 計（Ｒ／Ｄ＝１．０） （ｍ）フード （Ｐａ） ≦（Ｐａ）

直管（ｍ）

Ａ 曲がり部

部材の相当長（ｍ） 相当長計 換算圧力損失 設計圧力

Ｂ Ｃ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

機器記号部屋名 機器名称
換気
種別

よってＯＫ3 ５．５

（相当長）

５．０ｍ

１０．０ｍ

型番（三菱電機）

ダクト部材の相当長さ

Ｐ－１３ＶＳ４

Ｐ－１８ＶＳ４

口径

１００φ

１５０φ

名称

フード

フード

曲がり部

２．３ｍ

１．５ｍ１００φ

１５０φ

（Ｒ／Ｄ＝１．０）

丸ダクトの直管相当長さ

２００φ ３．０ｍ

１ ２．３FV-2N 天井換気扇 ２．３調理室 ３００１７．８ ３９．５ ８０１５０φ １０．０

フード ２００φ Ｐ－２３ＶＳ４ １６．０ｍ

VD-20ZB12

59.3kW

屋外機用防護ガイド（安全ネット）

電動シャッター、FD付SUS・WC（防虫網付）

調理室

調理室

調理室

調理室

1

ガス回転釜x２台

Ｖ＝40KQより　

フード面積

フード吸込み面風速 0.3m/S

3.9ｘ0.8ｘ0.3ｘ3600＝3369.6m3／h

大なる方を採用する。

よって3500m3／hとする。

出力

37.2kWｘ2＝74.4kW

排気フード フード吸込み面風速により求める方法調理器具

（排気ファン　FE-1N　3500m3/hｘ2台）3900ｘ800調理室

40ｘ0.93ｘ74.4kW＝2767.68m3/h 2770m3/h

調理室

（m2）
部屋名

建築基準法第28条2項に基づく換気量の計算

備　考必要換気量
V＝20Af／N

面積（Af） 占有面積（N）

（m2／人）
決定換気量

（m3／h）
換気機器記号

（m3／h）

10 30076.42 FV-2N152.84
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50

台

スチコン

回転釜
台台

移動台

調理室

シェルフ

台

シェルフ

台
ガステーブル

一槽シンク
一槽シンク

保冷庫 殺菌庫
ワゴン置場

台

搬入カウンター

配膳カウンター
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,
5
00 2,

1
0
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縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０６

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,410 1,790 2,300

Ｇ

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375
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改 修現 況
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▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

乾燥機

乾燥機

 植込 撤去

２０２２／０１／１９

下処理室

 植込

冷凍冷蔵庫

R

屋外機

R

Rリモコン

25

1

撤去

撤去

125φフレキ

25

25
25 露出

露出

埋設

R
R

◆

25

1
屋外機

屋外機

ACP

1N

ACP

1N 新設

新設

125φフレキ

埋設

1

記号 ガス管 液管

15.9φ 9.5φ VVF2.0-3C

屋内外機連絡線

※　リモコン配線　CVV1.25-2C

冷媒管サイズ表

1

撤去

撤去

プラグ止め

外壁モルタル穴埋め補修

1

記号 ガス管 液管

15.9φ 9.5φ VVF2.0-3C

屋内外機連絡線

※　リモコン配線　CVV1.25-2C（壁内PF16内配線）

冷媒管サイズ表

R
リモコン

Rリモコン

新設

新設

既設管内配線

天吊型厨房用エアコン

冷房能力
暖房能力

12.5kW
14.0kW 撤去

基礎-タイガーベース共

空調設備　改修前、改修後　平面図
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１１

2
,4

00
2
,4

00
2,

00
0

ア
ス

フ
ァ
ル
ト

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

食品庫１

土
間
コ

ン
ク
リ

ー
ト

舗
装

植込

回転釜

消

6
0
0

4
0
0

2,
0
1
0

2
,7
9
0

1,
6
3
0

1
,0
7
0

1
,
0
00

8
,
50
0

4
0
0

1,
1
0
0

50

台

スチコン

回転釜台台

移動台

調理室

シェルフ

シェルフ

ガステーブル

一槽シンク
一槽シンク

保冷庫 殺菌庫
ワゴン置場

台

搬入カウンター

配膳カウンター

2
,
5
00 2,

1
0
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０７

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,410 1,790 2,300

Ｇ

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375

Ｇ

改 修現 況

1
,0
8
0

1
,9
1
0

１４

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

▽柱芯

▽
壁

芯

▽
壁
芯

▽
壁

芯

△
柱

芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

乾燥機

乾燥機

 植込 撤去

２０２２／０１／１９

下処理室

 植込

冷凍冷蔵庫

400ｘ400

150

400ｘ400

VD

SUSウェザーカバー450ｘ450（防虫網付）

SUS深形PF150φ
SUSウェザーカバー450ｘ450（防虫網付）

1350ｘ1100ｘ700H

排気フード

3900ｘ800ｘ700H
排気フード

EF-45ETB
有圧換気扇

3φ200V

撤去

撤去

撤去

撤去

既設のまま
既設のまま

既設のまま

既設のまま

撤去

天井換気扇

グリルのみ取外し

（グリスフィルターｘ1共）

3500CMH

1600CMH
面風速　0.3m/s

面風速　0.3m/s

200CMH FE

1N

400ｘ400

150

400ｘ400

VD

SUS深形PF150φ（ガラリ付）

SUSウェザーカバー450ｘ450（防虫網付）

3150ｘ1300ｘ700H
SUS304製排気フード

3900ｘ800ｘ700H
排気フード

既設

新設

天井換気扇

グリルのみ再取付

（グリスフィルターｘ1共）

3500CMH 面風速　0.3m/s

200CMH

既設

新設

☆

既設
既設

既設

既設

400ｘ400

新設

☆

150
新設

4460CMH面風速　0.3m/s

◆

150

150

新設

300CMH

片面形グリスフィルターｘ2

GF GF

FD FD

換気設備　改修前、改修後　平面図

新設

FL+2100下端

既設のまま

CFCF

1

扇風機

既設のまま

扇風機
既設

FV

2N

FV

1N

FV

1N

1

排風機　シロッコファン

21/2ｘ3500ｍ3/hｘ150Paｘ0.75kW

撤去

4
,
9
10

2230CMH 2230CMH

1

2

キャンバス継手新設キャンバス継手撤去

食品庫１

一般便所2

(男性）

消

1
0

2,
0
1
0

2
,7
9
0

1,
6
3
0

1
,0
7
0

1
,
0
00

8
,
50
0

4
0
0

1,
1
0
0

1
,0
8
0

PS

ワゴン置場

1
,9
1
0

配膳カウンター

▼

5,590

1,175 1,200

8,475

600 1,410 1,790 2,300

ＹＹ３ ＹＹ２ ＹＹ１

185 3,645

▽
壁

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

▽壁芯

▽柱芯

▽柱芯

▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
柱

芯

1,575 185

E
X
P
.J

調理室

食品庫２

下処理室

E
X
P
.J

▼

 植込 

2
,
10
0

2
,
9
40

8
,
50
0

１３

１１

4
,
9
10

6
0
0

4
0
0

50

5,
0
0
0

1
,
02
0

１４

ＸＸ２

ＸＸ１

1
8
5

1,
2
9
5

ＤＦＧ

（処理風量2230CMH）ｘ2

板厚1.0ｍｍ箱形

DG

OA

OA

DG

OA

OA

OA

OAG（建築工事）

OAG（建築工事）

OAG（建築工事）

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



PS

１３１２１１１０Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３４Ｘ２Ｘ１１

10,700

4,300

20,400 13,000 11,000

11,000 3,400 6,000 2,500 3,000 5,500

Ｙ５

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

1
8
,
90

0
4,

6
0
0

1
1,

5
0
0

2
1
,
00

0

6
,
90

0
6
,
00

0
6,

0
0
0

5
,
00

0
13

,
9
00

2
,
50

0
3
,
2
50

5,
7
5
0

2,
0
0
0

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

44,100 11,000

16,200 6,400 3,400 6,400 5,050 4,650 2,000 2,500 3,000 5,500

6,400 3,400 6,400 2,800 2,250

Ｙ４

Ｙ３

保育室玄関

園児便所

５才児保育室１

57.60㎡

５才児保育室２

57.60㎡

４才児保育室２

57.60㎡

倉庫

廊下３

物入

一時保育用

保育室

55.00㎡

カーテン

テラス

物入

２

足洗・手洗

カーテン

通用門

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

消

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１

57.54㎡

植込砂場

空調機置場

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

アプローチ玄関

57.80㎡

２才児保育室

消

職員

更衣室

14.56㎡

教材庫２

4.72㎡
事務室１

69.33㎡

4.72㎡

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

8.96㎡

カウンター

受付

8
0
0

2,350

消
物入

７

物入

８

オムツ交換台

植込

バルコニー

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

79.20㎡

800

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

段差なし

消

給湯

相談室

8.98㎡

事務室２

31.00㎡

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

空調機置場

物入

遊戯室

139.22㎡

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

57.60㎡

58.68㎡

３才児保育室２

足洗・手洗

テラス

消 消

廊下２

カ
ー

テ
ン

カ
ー

テ
ン

カーテン

カ
ー

テ
ン

保育室玄関

ワゴン置場 前室

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２

Ｍ－０８

消

6,400

消火設備　改修後　平面図

2,500

5,000

1,0201,480

Ｈ

2
,
3
50

5
3
,
65

0

2
,
9
00

7
,
20

0
4
,2

5
0

6,
8
0
0

2
,
50

0
1
,4

0
0

1
,8

5
0

3,
1
7
5

2
,5

7
5

5
,
30

0
6
,7

7
0

3,
4
0
0

5
,5

3
0

5,
0
3
0

5
00

Ｙ５

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

調理室

ＥＸＰ.Ｊ ▼

▼

ＥＸＰ.Ｊ

ＹＹ１

ＹＹ２

ＹＹ３

ＸＸ１

ＸＸ２ｂ

２０２２／０１／１９

20
ｍ

20
ｍ

20
ｍ

20
ｍ

HB
P

HB
P

記号 名　称

パッケージ形消火設備型

仕様・能力

露出型表示灯付

大きさ　　750ｘ230Dｘ1350H

消火薬剤　第三種浸潤材等入り水（評価剤第16号～1号）

薬剤量　　80.4L

ホース　　25ｍ

電源　 1φ100V

数

4

機器表

6
,
1
00

8
00

HB
P

HB
P

HB
P

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

隣地境界線

足洗・手洗

U2
4
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｍ－０９

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

道
路
境
界
線

19
.4
1

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消火器（ＡＢＣ10型）

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.10 190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.49189
.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

W188.92

189.76

189.53

190.27

190.27

W189.77
W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/
10

10,700 20,400 13,000 11,000 23,50012,089

11,000 9,400

１ Ｘ１ Ｘ４ Ｘ６ １０ １３

1
2
,2
5
2

1
8
,
90
0

4
,
60
0

11
,
5
00

21
,
0
00

1
5,
9
0
0

Ｙ５

Ａ

Ｆ

Ｋ

Ｙ１

1
2
,
31
5

5
3
,
65
0

2
7
,
20
0

2
1
,1
5
0

11
,
5
00

21
,
0
00

Ｏ

Ａ

Ｆ

Ｋ

44,100 11,000 21,0009,905
2,500

１ １０ １３

１４

AS

正門

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.5

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

BF
25
0

U 1
5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HP
φ
500

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

設計GL=190.50

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

側溝へ放流

　雨水排水を示す。

▽
隣
地

境
界

線 ▽
隣
地

境
界

線

▽水路境界線

▽隣地境界線

▽
隣

地
境

界
線

▽
隣

地
境

界
線

▽道路境界線

▽水路境界線
水路境界線108.92

隣
地

境
界
線
3
4.
4
1

隣
地
境
界

線
13
.
2 9

隣
地
境

界
線

29.
0 5

隣
地

境
界

線
7
.6 5

隣
地

境
界

線
1
7 .9

9

隣
地
境
界
線
11.46

隣
地
境
界
線
11.

30

道路境界線9.63

隣
地
境
界
線
6.92

道路境界線道路境界線3.12
2.04

2.95
道
路
境
界
線

2.67

隣
地
境
界
線 道

路
境
界
線
24
.8
9

道
路
境
界
線
8.
47
道
路
境
界
線

3.
64

道路境界線10.
40道

路境界線

4.00
道路境界線

5.21

隣地境界線23.80

隣
地
境

界
線
1
0
.
7
2

隣
地
境
界
線

15
.0
9

隣
地
境
界
線
16
.4
3

隣
地
境
界
線
15
.6
3

隣地境界線
1.48

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

1
.4
8

1.48

隣地境界線

8.181.48

隣
地
境
界
線

1.69

1.69
隣
地
境
界
線

隣地境界線22.81

7.43
隣地境界線

8.84

 合併浄化槽35人

HP
φ
40
0

隣
地
境

界
線
93
.
1
6

189.60

既存建築物（保育園）

Ａ３：１／７０５
Ａ２：１／５００

２０２２／０１／１９

FL=190.70

50

150

150

制御盤、ブロアーポンプ

以降平面図参照

撤去

撤去

集水桝

既設のまま

既設
の
ま
ま

50
撤去

※　桝深さは参考とする。

給排水衛生設備　改修前　配置図

※　桝深さは参考とする。

アスファルト舗装、土間コンクリート舗装斫り、補修は建築工事とする。

凡例

BM 0(AS舗装）

撤去

臭突100
既設のまま

臭突100
撤去

駐車場

78撤去 撤去

1

記号 大きさ

200φ

形状

150-90Y

2 200φ

GL-管底

-1160

-1190

-1220200φ3

200φ4

200φ -13555

6 -1450

7

200φ

200φ -1560

排水桝表 汚水桝―小口径塩ビインバート桝

蓋種類

塩ビ蓋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

桝深さは参考とする。

-1230

8 RC桝　600ｘ600 -1600 MHA蓋

BM+268 (AS舗装）設定GL基準

(AS舗装）設定GL基準BM+268

ピット内排水管プラグ止め
100VP

150-90Y

150-90Y

150-90Y

モルタルインバート

150-45L

150-90Y

150-90L

備　考

既設のまま

撤去

〃

〃

既設のまま

〃

撤去

〃

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



Ｈ

１３１２１１１０Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３４Ｘ２Ｘ１１

10,700

4,300

20,400 13,000 11,000

11,000 3,400 6,000 2,500 3,000 5,500

Ｙ５

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

1
8
,9
0
0

4
,
6
0
0

11
,
5
0
0

2
1
,0
0
0

6
,9
0
0

6
,0
0
0

6
,
0
0
0

5
,0
0
0

1
3
,
90
0

2
,5
0
0

3
,
25
0

5
,
7
50

2
,
0
00

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

44,100 11,000

16,200 6,400 3,400 6,400 5,050 4,650 2,000 2,500 3,000 5,500

6,400 3,400 6,400 2,800 2,250

2
,
35
0

5
3
,6
5
0

2
,
90
0

7
,2
0
0

4
,2
5
0

6
,
8
0
0

2
,5
0
0

1,
4
0
0

1,
8
5
0

3
,
1
75

2,
5
7
5

5,
3
0
0

6,
7
7
0

3
,
4
00

5,
5
3
0

Ｙ５

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ
80
0

6
,
10
0

Ｙ４

Ｙ３

保育室玄関

園児便所

５才児保育室１

57.60㎡

５才児保育室２

57.60㎡

４才児保育室２

57.60㎡

倉庫

廊下３

物入

一時保育用

保育室

55.00㎡

カーテン

テラス

物入

２

足洗・手洗

カーテン

通用門

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

消

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１

57.54㎡

植込砂場

空調機置場

調理室

49.30㎡

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

アプローチ玄関

57.80㎡

２才児保育室

消

職員

更衣室

14.56㎡

教材庫２

4.72㎡
事務室１

69.33㎡

4.72㎡

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

8.96㎡

カウンター

受付

消 物入

７

物入

８

植込

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

79.20㎡

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

段差なし

消

給湯

相談室

8.98㎡

事務室２

31.00㎡

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

空調機置場

物入

遊戯室

139.22㎡

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

57.60㎡

58.68㎡

３才児保育室２

足洗・手洗

テラス

消 消

廊下２

カ
ー
テ

ン

カ
ー

テ
ン

カ
ー

テ
ン

保育室玄関

ワゴン置場

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２

Ｍ－１０

消

6,400

▼ＥＸＰ.Ｊ

▼

ＥＸＰ.Ｊ

２０２２／０１／１９

下処理室

150

32.150.40

150 150

50.150

以降配置図参照

150.50

25

20

40

40

30

150.50

150.50

20
40

40 40

50

20

50

植込

植込

40

50.150

以降水栓柱へ

32

32

G

G
G

G

GV32（VC-1）

散水栓13A（B-3）

散水栓13A（B-3）

100

100
浄化槽臭突管

天井内

LPG集合装置

100 125

125

撤去

150.32.50

150

100

50

実線配管　撤去

点線配管　既設のまま

※　桝深さは参考とする。

給排水衛生設備　改修前　平面図

アスファルト舗装、土間コンクリート舗装斫り、補修は建築工事とする。

凡例

GC32（BOX）

150.32.50

150.32.50

撤去

既設のまま1

2

3

4

5

6

既設のまま

既設のまま

撤去

撤去

撤去

移設

150

G

★

★
★

★

凡例

切断

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０厨房設備平面図・機器リスト
２０２２／０１／１９

Ｍ－１１

台
1500×900

台
900×600

台

台
ガステーブル

1

2

3

4

5

6

7

A1

A3

A4

A5

A6

A7A8
A9

品

番
名 称 規  格   仕 様

外 形 寸 法（ｍ／ｍ）

間 口 奥 行 高 さ

数

量

給    排    水   

給水（A） 給湯（A） 排水（A） ピ
ッ
ト

口径（A）

ガ  ス （ＬＰガス）

消 費 量

(kW)

電      気  （kW）

単相100V 単相200V 三相200V

蒸        気   

給気（A） 排気（A） 消 費 量

（kg /h）

フ

－

ド
備       考

< 新 設 品 >

1 一 槽 シ ン ク 900 750 800 1 15 15 40

2 ガ ス 回 転 釜 GHSL4-28（特） 1350 984 1700 2 20 20 ピット落とし 要 20 37.20 Ｇ 水入量80リットル 排水ドロー付

4 三 槽 シ ン ク 2100 900 800 1 15×3 15×3 40×3

5 ホ テ ル パ ン カ ー ト MTH-16 385 550 1705 1

6 戸 棚 1800 750 1900 1

7 冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-120A 1200 800 1910 1 40 0.594 定格内容積986L（冷蔵室757L 冷凍室229L）

< 移 設 品 >

A1 作 業 台 1800 900 800 1

A2

乾 燥 機 MCSK-15-e 1300 550 1900 1 40 5.200 電気式 片面A3

冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-90AT3 900 650 1910 1 40 0.373 定格内容積550L（冷蔵室424L 冷凍室126L）A4

作 業 台 1500 750 * 1A5

包 丁 ま な 板 殺 菌 庫 DS-114B型 850 600 1430 1 0.587

A7

スチームコンベクションオーブン CSV-G6 900 780 1580 1 15 （耐熱100℃）
40

15 27.90 0.300 ＧA8

ガ ス 回 転 釜 GHT-28 1410 950 1680 1 20 20 ピット落とし 要 20 31.40 Ｇ 水入量80リットル

検 食 用 冷 凍 庫 HF-63XT-KS 625 650 1890 1 40 0.364 定格内容積386L

注）移設品の設備容量確認要　注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

A6

3 1800 600 800 1台 下 戸 棚

台

乾燥機

A2

A2

A9

一 槽 シ ン ク 900 750 * 2 15 15 40

8

8 作 業 台 1800 900 800 1

9

9

9 P1590-4/MS1520-4 1518 460 1587 2 4段シ ェ ル フ

10

10 900 600 800 1移 動 台

2

PS

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

350 800 282.9 620 322.1

7
5

3
0

75
710
550 140

土間（外構）

60

13

11

植込

E
X
P
.
J

▼

DFG

1
,
20
0

1
,
3
0
0

2,
3
2
0

1
80

5
,0
0
0

植込

ワゴン置場

前  室

食品庫１

食品庫２

調理室

一般便所2

(男性）

レンジﾌｰﾄﾞ
（設備工事）

排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)
鋳物（200*500*140）新設

配膳カウンター

5
,
5
10

2
,
94
0

5
0

8
,
50
0

135 1,520 135 730 40 730 695
105

3
0

5
0

1,
0
8
0

15030

7575

8
2
0

1
10

14
0

1
60

3
0
5

1
1
5

96
08
0
0

800

蓋

10

袖壁 H=1000

消

蓋　　
排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)

鋳物（200*500*140）新設

1,790 2,300 1,175 1,200

8,475

600 1,410

5,590

180 3,650 1,580 180

1,
50

0
2
,4

00
2
,4

00
2
,0

00

Ａ３：１／７１

MCSK-15-e

600×600 1250×600
OZ120-60D

1800×900

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



<A3>

<A2>

<1>

<A7>

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０厨房設備 給排水・ガス・電気設備位置図
２０２２／０１／１９

Ｍ－１２

＜シンボル凡例＞

給水15A 1φ100V給湯15A

3φ200V 直結

排水40A

（カラン要） （カラン要）

給水15A 給湯15A

（バルブ要） （バルブ要）

コンセント

※分電盤は厨房機器に干渉しない位置で設置ご検討のこと。

※配線の長さは立ち下げ位置から接続までの
  距離を考慮すること。

※厨房機器に必要な電気設備のみを記載。

　予備コンセントは別途。

＜コンセント凡例＞

（バルブ）

ガス

（コック）

S

3φ200V
手元開閉器

※「立上げ」の箇所は防水処理を要する。

参 考 型 式 形状容　　　量記　　号
（※埋込）

※指示なき給水・給湯・排水・ガスは

※カランはすべてレバー式を推奨。

　接続位置を示す。

※指示なきシンボルは凡例表に準ずる。

接地2P15A ET付コンセント WN11314EET

品

番
名 称 規  格   仕 様

外 形 寸 法（ｍ／ｍ）

間 口 奥 行 高 さ

数

量

給    排    水   

給水（A） 給湯（A） 排水（A） ピ
ッ
ト

口径（A）

ガ  ス （ＬＰガス）

消 費 量

(kW)

電      気  （kW）

単相100V 単相200V 三相200V

蒸        気   

給気（A） 排気（A） 消 費 量

（kg /h）

フ

－

ド
備       考

< 新 設 品 >

1 一 槽 シ ン ク 900 750 800 1 15 15 40

2 ガ ス 回 転 釜 GHSL4-28（特） 1350 984 1700 2 20 20 ピット落とし 要 20 37.20 Ｇ 水入量80リットル 排水ドロー付

4 三 槽 シ ン ク 2100 900 800 1 15×3 15×3 40×3

5 ホ テ ル パ ン カ ー ト MTH-16 385 550 1705 1

6 戸 棚 1800 750 1900 1

7 冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-120A 1200 800 1910 1 40 0.594 定格内容積986L（冷蔵室757L 冷凍室229L）

< 移 設 品 >

A1 作 業 台 1800 900 800 1

A2

乾 燥 機 MCSK-15-e 1300 550 1900 1 40 5.200 電気式 片面A3

冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-90AT3 900 650 1910 1 40 0.373 定格内容積550L（冷蔵室424L 冷凍室126L）A4

作 業 台 1500 750 * 1A5

包 丁 ま な 板 殺 菌 庫 DS-114B型 850 600 1430 1 0.587

A7

スチームコンベクションオーブン CSV-G6 900 780 1580 1 15 （耐熱100℃）
40

15 27.90 0.300 ＧA8

ガ ス 回 転 釜 GHT-28 1410 950 1680 1 20 20 ピット落とし 要 20 31.40 Ｇ 水入量80リットル

検 食 用 冷 凍 庫 HF-63XT-KS 625 650 1890 1 40 0.364 定格内容積386L

注）移設品の設備容量確認要　注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

A6

3 1800 600 800 1台 下 戸 棚

A9

一 槽 シ ン ク 900 750 * 2 15 15 40

<A6>

<A2>

<A4>

<4>

<7>

<A9><A8>

<A9>G.20A

<A8>G.15A

<2>

<2>G.20A

<A8>D.40A（耐熱100℃）
 ※既存品のため確認要

<A8>EET
FL+1500

<7>EET
FL+2200

<A7>EET
FL+2200※既存品のため確認要

<A6>EET
FL+1700

<A3>3P30AE
FL+2300

<A9>HW.20A 水栓柱 FL+1150
<A9>CW.20A 水栓柱 FL+1050

<A4>3P20AE
FL+2300

※既存品のため確認要

※既存品のため確認要

※既存品のため確認要

※既存品のため確認要

※既存品のため
確認要

※既存品のため確認要

※既存品のため確認要

<A2>CW/HW15A D.40A×2
 ※既存品のため確認要

3φ200V

コンセント

<2>HW.20A 水栓柱 FL+1150
<2>CW.20A 水栓柱 FL+1050

※立ち上げ位置お打合せ要

接地3P20A　引掛コンセント WF2420BK3P20AE（引掛）

接地3P30A　引掛コンセント WF2430B3P30AE（引掛）

8 作 業 台 1800 900 800 1

※立ち上げ位置
お打合せ要

9 P1590-4/MS1520-4 1518 460 1587 2 4段シ ェ ル フ

10 900 600 800 1移 動 台

<2>G.20A

<2>HW.20A 水栓柱 FL+1150
<2>CW.20A 水栓柱 FL+1050

※立ち上げ位置お打合せ要

※立ち上げ位置
お打合せ要

PS

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

350 800 282.9 620 322.1

7
5

3
0

75
710
550 140

土間（外構）

60

13

11

植込

E
X
P
.
J

▼

DFG

1
,
20
0

1
,
3
0
0

2,
3
2
0

1
80

5
,0
0
0

植込

ワゴン置場

前  室

食品庫１

食品庫２

調理室

一般便所2

(男性）

レンジﾌｰﾄﾞ
（設備工事）

排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)
鋳物（200*500*140）新設

配膳カウンター

5
,
5
10

2
,
94
0

5
0

8
,
50
0

135 1,520 135 730 40 730 695
105

3
0

5
0

1,
0
8
0

15030

7575

8
2
0

1
10

14
0

1
60

3
0
5

1
1
5

96
08
0
0

800

蓋

10

袖壁 H=1000

消

蓋　　
排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)

鋳物（200*500*140）新設

1,790 2,300 1,175 1,200

8,475

600 1,410

5,590

180 3,650 1,580 180

1,
50

0
2
,4

00
2
,4

00
2
,0

00

Ａ３：１／７１

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０厨房設備 排気フード・ピット位置図
２０２２／０１／１９

品

番
名 称 規  格   仕 様

外 形 寸 法（ｍ／ｍ）

間 口 奥 行 高 さ

数

量

給    排    水   

給水（A） 給湯（A） 排水（A） ピ
ッ
ト

口径（A）

ガ  ス （ＬＰガス）

消 費 量

(kW)

電      気  （kW）

単相100V 単相200V 三相200V

蒸        気   

給気（A） 排気（A） 消 費 量

（kg /h）

フ

－

ド
備       考

< 新 設 品 >

1 一 槽 シ ン ク 900 750 800 1 15 15 40

2 ガ ス 回 転 釜 GHSL4-28（特） 1350 984 1700 2 20 20 ピット落とし 要 20 37.20 Ｇ 水入量80リットル 排水ドロー付

4 三 槽 シ ン ク 2100 900 800 1 15×3 15×3 40×3

5 ホ テ ル パ ン カ ー ト MTH-16 385 550 1705 1

6 戸 棚 1800 750 1900 1

7 冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-120A 1200 800 1910 1 40 0.594 定格内容積986L（冷蔵室757L 冷凍室229L）

< 移 設 品 >

A1 作 業 台 1800 900 800 1

A2

乾 燥 機 MCSK-15-e 1300 550 1900 1 40 5.200 電気式 片面A3

冷 凍 冷 蔵 庫 HRF-90AT3 900 650 1910 1 40 0.373 定格内容積550L（冷蔵室424L 冷凍室126L）A4

作 業 台 1500 750 * 1A5

包 丁 ま な 板 殺 菌 庫 DS-114B型 850 600 1430 1 0.587

A7

スチームコンベクションオーブン CSV-G6 900 780 1580 1 15 （耐熱100℃）
40

15 27.90 0.300 ＧA8

ガ ス 回 転 釜 GHT-28 1410 950 1680 1 20 20 ピット落とし 要 20 31.40 Ｇ 水入量80リットル

検 食 用 冷 凍 庫 HF-63XT-KS 625 650 1890 1 40 0.364 定格内容積386L

注）移設品の設備容量確認要　注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

A6

3 1800 600 800 1台 下 戸 棚

A9

一 槽 シ ン ク 900 750 * 2 15 15 40

8 作 業 台 1800 900 800 1

9 P1590-4/MS1520-4 1518 460 1587 2 4段シ ェ ル フ

<新設排気フード> 1200×1300
下端FL+1900　G.F要
［空調設備工事］

<新設排気フード> 1450×1300
下端FL+1900　G.F要
［空調設備工事］

※排気フード1型と同等とみなせる排気フードとし、

有効換気量は理論排ガス量の40倍とする。

：排気フード［空調設備工事］

：換気口［空調設備工事］

＜フード凡例＞

※フード寸法はカマチを含まない有効寸法を示す。

10 900 600 800 1移 動 台

<新設ピット> 詳細お打合せ確認要

<新設ピット> 詳細お打合せ確認要

<新設ピット> 詳細お打合せ確認要

PS

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

350 800 282.9 620 322.1

7
5

3
0

75
710
550 140

土間（外構）

60

13

11

植込

E
X
P
.
J

▼

DFG

1
,
20
0

1
,
3
0
0

2,
3
2
0

1
80

5
,0
0
0

植込

ワゴン置場

前  室

食品庫１

食品庫２

調理室

一般便所2

(男性）

レンジﾌｰﾄﾞ
（設備工事）

排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)
鋳物（200*500*140）新設

配膳カウンター

5
,
5
10

2
,
94
0

5
0

8
,
50
0

135 1,520 135 730 40 730 695
105

3
0

5
0

1,
0
8
0

15030

7575

8
2
0

1
10

14
0

1
60

3
0
5

1
1
5

96
08
0
0

800

蓋

10

袖壁 H=1000

消

蓋　　
排水溝　W=150 D=200～250 内部：塗床（平骨仕上)

鋳物（200*500*140）新設

1,790 2,300 1,175 1,200
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Ｂ－Ｂ断面図

Ｓ＝１／６０

Ｓ＝１／６０

Ｂ－Ｂ断面配筋図

アンカー詳細図 開口補強筋要領図

鉄筋D-13
シャックル

シャックル

ターンバックル

40d40d

原水槽用浄化槽用

放

流

消　　

毒　

動

流

担 

体 

槽槽

流

入

循環・汚泥移送

沈

殿

槽

床

ろ

嫌

気

槽

除

物

夾

雑

槽

去

ば
っ

気

型

ス
ク
リ
｜
ン

ン

ポ

原

水

槽

プ

量

計

汚

水

置

装

浄化槽原水ポンプ槽

リターン

移流

槽

プ

ン

ポ

放

流

フローシート

担体流動循環方式

3

3

3

ｍ

５０　人

有　　効　　容　　量

０．２　ｍ　／人・日

９０％以上２０ｍｇ／Ｌ以下２００ｍｇ／Ｌ

　１０．０　ｍ　／日

合併処理／ＨＣＺ－５０（Ｄ）

仕　　　　　　　様

計画汚水量

種類 ／ 型式

一人当り汚水量

夾雑物除去槽

ＢＯＤ濃度

項　　目

処　理　方　法

処理対象人員

電　気　機　器　仕　様

０．１３１

担体流動槽

放流ポンプ槽

沈　殿　槽

嫌気ろ床槽

ＣＯＤ濃度

消　毒　槽

放流ポンプ

５．６２６

２．５７０

０．１０５

１．０４６

５．６２６

種類 ／ 型式 原水ポンプ槽／ＫＧ－１６

１．１４８原水ポンプ槽

流入水 放流水 除去率

７０％以上３０ｍｇ／Ｌ以下１００ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ濃度 ５６％以上２０ｍｇ／Ｌ以下　４５ｍｇ／Ｌ

ＳＳ濃度 ９１％以上１５ｍｇ／Ｌ以下１６０ｍｇ／Ｌ

ばっ気用

原水槽用

送風機

原水ポンプ

Ｎ≧２

砂利

６０

コンクリート

特記事項

Ｎ≧１０

砂礫・砂

Ｎ＜２Ｎ≧１０

岩盤・土丹

継ぎ手・定着長さ

Ｎ　値

土　質

鉄筋

ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

全て４０ｄとする

ＳＤ２９５Ａ（規格品）

Ｎ＜１０

砂利

　６０

2

１５０

砂利地はだ

必要地耐力

厚さ (mm)

種　別

１００

５０ｋＮ／ｍ （想定）

１００

砂利

その他

地耐力

地　盤

配筋事項

＊砕石厚サの条件

（砕石）

地　業

使用材料 2

特記なき事項はＪＡＳＳ５による。

シルト・粘土・ローム

ＦＣ＝２１－１８（１５）－２０（２５）

但し、捨てコン・無筋コンクリートは

（本図は砕石１００ｍｍとする）

・Ｔ－６仕様

・ブロワ､ポンプアースは確実に接地して下さい（Ｄ種接地工事）

・積雪１ｍ以下の場所に設置して下さい。

・製品全高は±１０ｍｍの公差があります。

・流入放流管底は、製品全高に対して±１０ｍｍの公差があります。

・浄化槽の重量に耐える地盤に設置して下さい。

・カサ上げは３００ｍｍを超えないようにして下さい。

・本図カサ上げは原水槽：１７０ｍｍ、浄化槽：２５０ｍｍ付です。
40d40d

1
0
0

鉄筋D-13
シャックルシャックル

シャックル

ターンバックル

３５０Ｌ／分（０．０２ＭＰａ）

１００Ｖ，２８０Ｗ，１台

フロートスイッチ付（内蔵）

８０Ｌ／分×５ｍ×０．１５ｋＷ×２台

１００Ｖ，４８Ｗ，１台

８０Ｌ／分×０．０１５ＭＰａ

１４０Ｌ／分×４ｍ×０．２５ｋＷ×２台

フロートスイッチ（別置）

頂版開口図 Ｓ＝１／６０

平　面　図

Ａ－Ａ断面図

Ｓ＝１／６０

Ｓ＝１／６０
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特　記 工事名 承　　認 印管 理 建 築 士

図名 縮尺 図面番号

Ｍ－１４
図 面 提 出 日

浄 化 槽 詳 細 図 １ （ 参 考 図 ）
２０２２／０１／１９

Ａ２：１／６０
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φ100xφ125

移流管

φ125

（ＧＬ－５００）

原水ポンプ槽
ＨＣＺ－５０（Ｄ）

φ75xφ100

（以降別途工事）
φ１００
臭突管

原水ポンプ槽
ＨＣＺ－５０（Ｄ）

（ＧＬ－１８５０）

流入口φ１２５

φ75xφ100

φ13 φ20

P

P

P

P

Ｓ＝１／６０槽外配管工事図

Ｓ＝１／６０電気工事図

送気口φ２０

送気口φ１３

排気口φ４０

（ＧＬ－４０５）（管芯）

放流口φ４０

ＦＳ－２Ｍ４Ａ

Ｍ４Ｂ

ＦＳ－１

Ｍ３Ａ

Ｍ３Ｂ

　配管径を上げる等の損失軽減策を行って下さい。

※空気配管長さが５m以上及び曲がりが５ケ所以上となる場合は、

Ｖ  Ｕ  管

ＶＵ又はＶＰ管

ＨＩＶＰ管

排     気     管

汚   水   配   管

エアー配管（埋設部）

※ポンプ圧送の場合、汚水配管はＶＰ管とする。

外  部  配  管  仕  様

※臭突管（排気管）工事について 

　・臭突管工事を行って下さい。 

　・詳細には、施工要領書を参照して下さい。

ＦＳ－２

ＦＳ－１

Ｍ４Ａ

Ｍ３Ａ

Ｍ２

Ｍ１

記 号

１００ｘ１００ｘ１００（ＰＶＣ）

１５０ｘ１５０ｘ１００（ＰＶＣ）

プルボックス

０．１５ｋＷ

０．２５ｋＷ原水ポンプ　Ａ

放流ポンプ　Ａ

フロートスイッチ

ばっ気ブロワ

フロートスイッチ

２８０Ｗ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＣＶＶ１．２５－２

３

１

□
ＣＶＶ１．２５－４

□

１

１

１
□

□

□

２２ｘ１

２２ｘ１

Ｃ

２２ｘ１

２８ｘ１

２８ｘ１

４８Ｗ

機器名称

原水ブロワ

出 力

Ｃ
ＣＶ２－３１

台数 電 線

□
２２ｘ１

電線管径

ＣＶ２－３

ＣＶ２－３

ＣＶ２－３

Ｍ３Ｂ ０．２５ｋＷ原水ポンプ　Ｂ
Ｃ

１
□

ＣＶ２－３

Ｍ４Ｂ ０．１５ｋＷ放流ポンプ　Ｂ Ｃ
１

□
ＣＶ２－３

送風機　平面断面図 Ｓ＝１／２０

G.L.

1
0
0

1
5
0

14
0
0

500

送気ホース

20A（付属品）

ﾘﾘｰﾌﾊﾞﾙﾌﾞ付

335

2
4
0

2
39

214

1
8
5

　原水ブロワ

ばっ気ブロワ

A A

B B

G.L.

ホースバンド

13A（付属品）

2
0
7

原水ブロワ

Ｄ１０＠２５０シングル

A-A B-B

ばっ気ブロワ

ブロワ基礎

6
0
0

制御盤

11
0
0

200

φ20

ブロワ基礎

φ13

原水ブロワ

ﾘﾘｰﾌﾊﾞﾙﾌﾞ ばっ気ブロワ

制御盤

Ｍ

ＭＭ２

Ｍ１

警　　　報　　　 （別途工事）

AC100V

1φ2W(R.N.E) （別途工事）

E ELBE

ブロワ保護カバー

特　記 工事名 承　　認 印管 理 建 築 士

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日
Ｍ－１５浄 化 槽 詳 細 図 ２ （ 参 考 図 ）

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／６０
Ａ３：１／８５

※接地（Ｄ種）は、確実に取ること。

※制御盤内へのガス（塩素ガス等）の流入を防止するため

　プルボックス及び盤内への配線入口側をコーキング処理すること。

※プルボックスは排気口及び水中ポンプ引き上げ時等、干渉しない位置に設置すること。
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　　補強形式

田中　敏也

１級　２４７３７６号

管 理 建 築 士承　　認

図 面 提 出 日

特　記

株 式 会 社 白鳳建築設計事務所

印

ＴＥＬ　0595-23-6112　　ＦＡＸ　0595-23-6132

工事名

図名 図面番号縮尺

〒５１８－０８１０　三重県伊賀市平野東町１０７

Ｅ-mail　hakuho＠ict.ne.jp

１級建築士事務所　　登録（三重１－９５７号）

指定のケーブル施工

注意ラベル（扉裏側）

※１：

制御盤仕様表

14

13

12

NP11

漏電

汚水処理装置制御盤

記　入　文　字

銘　板　表

記　号

NP01

単　線　接　続　図

02 社名板

過負荷

電源

 2

NP 1

原水槽　満水

 4

 3

機器配置図（表示・操作部）

手動－切－自動NP21

展　開　接　続　図

原水ポンプ

警報停止

放流ポンプ

15

放流槽　満水

22

16

異常

12 13 1514

2

21

3

21

1 4

NC

RC(AC100V)

NC

RC

AL1

AL2X

A02

BZ

BS

警報
停止

BZ

A01

BZ

警報ブザ

A03

ALN

外部一括警報

 X
BZ

 X
BZ

ALR

A01

TH
X   X

EL

  1A
F-AL

FSX
 1H  X

EL

50VA
S: 24V
P:100V

TRLO

LN

LR

LC(AC24V)

F-LO
  2A

漏電

EL
OL

過負荷

OL
TH

LTH LEL

TH
 X

EL
 X

LN

LC

満水警報

原水槽

2H

満水

2H

FSX

LC

FLTS
  2H

AEL

ELX
 3

X
EL

TH
X

ATH

X
TH

FSX
 2H

LC

FSX
 1H

FSX
 2H

FLTS

1L 1M

FLTS FLTS

1H

1L 1M 1H

満水警報

フロ－トスイッチ

FSX
1H1M

FSXFSX
1L

１台運転 ２台運転

原水槽

3B
RLRL

3A

L3A L3B

MC
3A

MC
3B

THX
3

AL
OL

 3A
THR

3AM3
  3A
ELCB

3AM5

 1M
FSX FSX

 1L

3AM4

  3
ALT ELX

 3

ELX MC
3A

3M2

3AM1

手動

CS3A

切 自動

ALT
  3  3

ELX

3BM4

FSX
 1L 1M

FSX

3BM5

ELCB
  3B

3BM3

 3B
THR

MC
3B

CS3B

切 自動手動

3BM1

3M3

 1L
FSX

3
ALT

3AM2 3BM2

3
THX

3M1

3
THXTHX

3

2H
OL

L2H

1H
OL

L1H

FSX
 1H

放流槽

満水

FSX
 2H

放流槽

3

16

ELCB
4A

ELCB
4B

屋内・屋外兼用　自立型形　式

鋼板仕様

ボックス

塗装仕様

盤表面

盤内面

半つや

半つや

5Y7/1

5Y7/1

色彩

ド　ア

板　厚

（マンセル値） つ　や

1.6mm

1.6mm

材　質

SPC

SPC

架　台 2.3mm SPC

架　台 半つや5Y7/1

フロート

(AC24V)

スイッチ

原水槽

（無電圧）
（有電圧）
一括警報

外部

ALN

AL1
AL2

ALR

F-WL
  1A

WL

制御回路
(RC,NC)

1L
LC

1M
1H

1H
満水警報
1M

1L
１台運転

２台運転

MCCB0

40AT
2P50AF

RNE

1φ2W100V

50Hz

M M

48W280W

UV-4A

ELCB4A

M

4A

A

M

4B

UV-4B

ELCB4B

15AT
(30mA)

2P30AF

15AT
(30mA)

2P30AF

0.15kW 0.15kW

 1  2

UV-1 UV-2

10AT

MCCB01
2P30AF4

UV-3A

THR3A

ELCB3A

M

3A

MC3A

A

M

3B

UV-3B

THR3B

MC3B

ELCB3B

15AT
(30mA)

2P30AF

15AT
(30mA)

2P30AF

0.25kW 0.25kW

3

フロート

(AC24V)

スイッチ

放流槽

LC
2H

2H
満水警報

0-15-45A 0-10-30A

2P30AF
MCCB1

15AT
2P30AF
MCCB2

15AT

正　面　図

底　面　図

NP11

4-φ13

基礎ボルト孔

側　面　図

NP01

※１

NP02

22

警報ブザ

原水ポンプ　Ａ

原水ポンプ　Ｂ

ばっ気ブロワ 放流ポンプ 放流ポンプ原水ブロワ 原水ポンプ 原水ポンプ

(6.1A) (6.1A) (3.6A) (3.6A)(0.7A)(5.0A)

Ａ ＢＡ Ｂ

R N E

U1 V1

E U2 V2 E

入力電源
ブロワ

ばっ気

ブロワ
(AC100V)

ポンプ

原水

LC AL
R

原水

2HU3
A

V3
A

U3
B

V3
B

AL
N

AL
1

AL
2

一括警報
外部

(AC100V)
（有電圧）

スイッチ
フロート
放流槽

一括警報
外部

（無電圧）

外部接続端子表

予備ポンプ

放流

U4
A

V4
A

U4
B

V4
B

LC 1L 1M 1H

スイッチ
フロート
原水槽

EL
BE

ELCB

用
アース

※筐体アースは接地線Ｅに接続する。

※接地線ＥとＥＬＢＥは制御盤内で共用しない事。

EL
BE

EL
BE

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

原水ポンプ

Ａ Ｂ

原水ポンプ

運転

Ａ 過負荷Ｂ

原水ポンプ

漏電 異常 （無電圧）（有電圧）

1
1
00

8
0
0

200

30
0

600
170

75 450 75

2
0

1
30

2
0

Ｍ－１６浄 化 槽 詳 細 図 ３ （ 参 考 図 ）
２０２２／０１／１９

Ａ２：－
Ａ３：－

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事


